
　５つのソーシャルメディアでも情報発信を行っています。ごみ収集日の通知や道路・
公園の不具合の通報機能などLINEには便利な機能もあります。ぜひ、見てみてください。

市のソーシャルメディア 「dボタン広報誌」でも
大野城市の情報を発信しています

ライン
LINE
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　大野小ランドセルクラブの３年生から６年生で
お米の稲刈り体験をしました。
　このお米は、地域の人に協力していただき、６
月11日に田植えをしたものです。地域の人から稲
刈りの注意点、鎌の使い方を教わった子どもたち
は、元気に稲刈りを開始。初めて使う鎌にドキド
キしながらみんな楽しく稲刈りをしました。
　今回刈り取ったお米は、精米して大野小ランド
セルクラブの児童や地域の人へ配る予定です。
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　今年度に100歳を迎える磯道春美さん（大正14年
３月３日生まれ）を、市長が表敬訪問し長寿をお祝い
しました。
　「今が一番楽しい」と、いつも明るく前向きな磯道
さん。訪問当日も常に周囲の人たちを和ませ、笑顔の
たえない一日となりました。
　市で今年度中に100歳を迎えるのは23人。市内最
高齢は107歳です。

　これからも健康に気をつけて、元気な毎日を過
ごされるよう願っています。

火

　コンクリート製品の製造販売を行う小倉セメン
ト製品工業株式会社から、昨年度に引き続き企業
版ふるさと納税による寄附を受けました。同社は、
「大野城蓋」という名前の付いた特殊U形側溝蓋を
開発しており、ゼロカーボン実現に向けたさまざ
まな取り組みを行っています。
　上田社長は、「設立100周年を迎える2046年ま
でに、脱炭素製品の活用などを通してゼロカーボ
ンの実現を目指しています。」と話し、井本市長は、
「市を代表して感謝します。ゼロカーボンシティの
実現に向け、今後もさまざまな事業を実施してい
きます。」と述べました。
　市では、この寄附金を、ゼロカーボンシティ実
現に向けた事業に活用していきます。

火
自然の恵みに感謝！！
ランドセルクラブ稲刈り体験（大野小）

火

QR code for
English page

外国人向けに広報 「大野城」 の情報をホームページに掲載しています。
Useful information for foreign residents selected from the city magazine “ONOJO”is available on Onojo City’s web site.

掲載している内容は、10月１日㈫時点のものです。

未来をひらく
にぎわいとやすらぎの
コミュニティ都市

大野城市

●主な内容
13年が経過した「東日本大震災の今」中学生被災地派遣事業 ２・３

市民公益活動促進プラットホームを知っていますか？ ４

ストップ風しん　風しんは予防接種で防ぐことができます 11 ❶テレビのチャンネルを
KBC（1ch）にあわせます。

❷リモコンの「dボタン」を
押します。
❸「dボタン広報誌」を選び、
「決定ボタン」を押します。
※使っているリモコンによりボタンの
　位置は異なります。

【表紙写真】　第42回おおの山城大文字まつり（９月21日㈯・22日（祝・日））

長寿の秘訣は……
新100歳をお祝い

1510
企業版ふるさと納税感謝状贈呈式
小倉セメント製品工業株式会社
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１
日
目

東
日
本
大
震
災
・
原
子
力
災
害
伝
承
館
訪

問
、
震
災
遺
構
浪
江
町
立
請
戸
小
学
校
視

察
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
職
員
の
講
話

　
原
子
力
災
害
伝
承
館
で
は
、
原
発
事
故

の
対
応
や
避
難
指
示
が
解
除
さ
れ
た
地
域

の
現
状
を
聞
き
ま
し
た
。

　
震
災
遺
構
浪
江
町
立
請
戸
小
学
校
で

は
、
津
波
の
恐
ろ
し
さ
に
加
え
、
原
発
事

故
で
故
郷
に
帰
れ
な
く
な
っ
た
人
々
の
気

持
ち
に
思
い
を
馳
せ
ま
し
た
。

２
日
目

南
三
陸
震
災
復
興
祈
念
公
園
・
写
真
館
視

察
、
気
仙
沼
市
東
日
本
大
震
災
遺
構
・
伝

承
館
訪
問
、
い
の
ち
を
つ
な
ぐ
未
来
館
訪

問
、
宝
来
館
女
将
の
講
話

　
南
三
陸
震
災
復
興
祈
念
公
園
で
は
、
職

員
が
津
波
襲
来
直
前
ま
で
避
難
を
呼
び
か

け
続
け
た
防
災
対
策
庁
舎
跡
地
を
訪
れ
、

追
悼
の
祈
り
を
さ
さ
げ
ま
し
た
。

気
仙
沼
市
の
伝
承
館
で
は
建
物
の
３

階
に
ま
で
車
が
流
さ
れ
た
様
子
を
見
学

し
、
津
波
の
威
力
の
凄
ま
じ
さ
を
感
じ

ま
し
た
。

　
未
来
館
で
は
、震
災
当
時
、中
高
生
だ
っ

た
語
り
部
の
人
に
当
時
の
避
難
体
験
を
伺

い
、
災
害
時
避
難
の
あ
り
方
を
考
え
る
契

機
と
な
り
ま
し
た
。

　
宝
来
館
で
は
女
将
か
ら
、
津
波
に
流
さ

れ
た
体
験
と
、
地
域
の
皆
さ
ん
で
裏
山
に

避
難
道
を
整
備
し
た
経
験
か
ら
災
害
へ
の

備
え
を
続
け
る
決
意
を
聞
き
ま
し
た
。

３
日
目

釜
石
東
中
学
校
生
徒
間
交
流
、
大
船
渡
市

吉
浜
地
区
視
察
、
大
船
渡
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

職
員
の
講
話

　
釜
石
東
中
学
校
と
の
交
流
で
は
先
進
的

な
防
災
学
習
を
学
び
、
中
学
生
が
で
き
る

防
災
・
減
災
に
つ
い
て
現
地
の
中
学
生
と

と
も
に
考
え
ま
し
た
。

つ
な
ぐ
〜
目
・
耳
・
心
で
共
創
し
、
未
来
に
向
け
て
考
動
し
よ
う
〜

　
市
内
５
中
学
校
の
代
表
10
人
が
、
中
学
生
被
災
地
派
遣
研
修
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
７
月
29
日
㈪
か
ら
８
月
１
日
㈭
ま
で
、岩
手
県
、宮
城
県
、福
島
県
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
心
の
教
育
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
内
で
、

研
修
報
告
会
を
行
い
ま
す
。

●
日
時
11
月
2
日
㈯
　
午
前
10
時

45
分
〜

●
会
場
　
ま
ど
か
ぴ
あ
　
大
ホ
ー
ル

●
問
い
合
わ
せ
先

教
育
支
援
課☎（

５
８
０
）１
９
０
９

▲気仙沼市　東日本大震災遺構・伝承館（２日目）

▲震災遺構　浪江町立請戸小学校（１日目）▲いのちをつなぐ未来館（２日目）

今
ま
で
と
大
き
く
考
え
方
が
変
わ
っ

た
。
今
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
積

極
的
に
し
て
い
き
た
い
。

（
大
野
中
学
校

林

晃
平
）

学
ん
だ
こ
と
を
私
た
ち
に
で
き
る
こ

と
と
一
緒
に
、
大
野
城
市
の
人
々
に
伝

え
て
い
き
た
い
で
す
。

（
大
野
中
学
校

横
石
琉
衣
）

個
々
の
防
災
意
識
を
高
め
、
災
害
に

お
け
る
冷
静
な
判
断
と
行
動
が
共
助
に

繋
が
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

（
大
野
東
中
学
校

後
藤
隆
之
介
）

生
き
て
い
る
こ
と
の
あ
り
が
た
さ

や
、
震
災
の
こ
と
を
伝
え
続
け
る
必
要

性
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

（
大
野
東
中
学
校

竹
之
内

凛
）

ま
だ
中
学
生
と
い
う
立
場
で
す
が
、

こ
の
よ
う
な
と
て
も
有
意
義
な
研
修
に

参
加
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。

（
平
野
中
学
校

中
原
倫
土
）

地
震
の
お
そ
ろ
し
さ
や
災
害
が
他
人

事
で
は
な
い
こ
と
を
実
感
し
、
強
い
防

災
意
識
の
重
要
性
を
学
び
ま
し
た
。

（
平
野
中
学
校

水
谷
晴
一
）

被
災
地
を
訪
問
し
て
、
災
害
の
恐
ろ

し
さ
を
改
め
て
感
じ
た
の
で
、
こ
れ
を

多
く
の
人
に
伝
え
て
い
き
ま
す
。

（
御
陵
中
学
校

三
木
奏
依
）

被
災
し
て
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
た
建
物

を
見
る
と
、
目
の
前
の
光
景
が
現
実
と

は
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
御
陵
中
学
校

吉
村
晄
真
）

被
災
地
の
様
子
を
自
分
の
目
で
確
か

め
る
こ
と
が
で
き
て
、
と
て
も
有
意
義

な
時
間
に
な
り
ま
し
た
。

（
大
利
中
学
校

江
頭

慶
）

見
て
、
聞
い
て
、
感
じ
た
こ
と
を
大

野
城
市
へ
と
伝
え
、
こ
れ
か
ら
の
未
来

に
繋
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

（
大
利
中
学
校

大
宅
瑚
々
奈
）

中
学
生
被
災
地
派
遣
研
修
報
告
会

研
修
生
の
感
想

13
年
が
経
過
し
た

「
東
日
本
大
震
災
の
今
」

中
学
生
被
災
地
派
遣
事
業

　
吉
浜
地
区
で
は
本
市
５
中
学
校
の
名
前

が
刻
ま
れ
た
石
碑
を
見
学
し
、
長
年
に
わ

た
る
吉
浜
地
区
と
大
野
城
市
の
深
い
絆
を

感
じ
ま
し
た
。

　
大
船
渡
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
職
員
の
講
話
で

は
、
震
災
を
き
っ
か
け
と
し
た
生
き
方
、

考
え
方
の
変
化
と
、
家
族
や
友
達
の
大
切

さ
に
つ
い
て
話
を
聞
き
ま
し
た
。

4
日
目

陸
前
高
田
市
元
教
育
長
の
講
話

　
陸
前
高
田
市
元
教
育
長
の
講
話
で
は
、

大
切
な
人
を
あ
る
日
突
然
失
う
と
い
う
災

害
の
現
実
に
ふ
れ
、
か
け
が
え
の
な
い
一

つ
一
つ
の
命
の
重
さ
を
学
び
ま
し
た
。

▲釜石東中学校との交流（防災教育）（３日目）

お
か
み

つ
な

は
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事
で
は
な
い
こ
と
を
実
感
し
、
強
い
防

災
意
識
の
重
要
性
を
学
び
ま
し
た
。

（
平
野
中
学
校

水
谷
晴
一
）

被
災
地
を
訪
問
し
て
、
災
害
の
恐
ろ

し
さ
を
改
め
て
感
じ
た
の
で
、
こ
れ
を

多
く
の
人
に
伝
え
て
い
き
ま
す
。

（
御
陵
中
学
校

三
木
奏
依
）

被
災
し
て
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
た
建
物

を
見
る
と
、
目
の
前
の
光
景
が
現
実
と

は
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
御
陵
中
学
校

吉
村
晄
真
）

被
災
地
の
様
子
を
自
分
の
目
で
確
か

め
る
こ
と
が
で
き
て
、
と
て
も
有
意
義

な
時
間
に
な
り
ま
し
た
。

（
大
利
中
学
校

江
頭

慶
）

見
て
、
聞
い
て
、
感
じ
た
こ
と
を
大

野
城
市
へ
と
伝
え
、
こ
れ
か
ら
の
未
来

に
繋
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

（
大
利
中
学
校

大
宅
瑚
々
奈
）

中
学
生
被
災
地
派
遣
研
修
報
告
会

研
修
生
の
感
想

13
年
が
経
過
し
た

「
東
日
本
大
震
災
の
今
」

中
学
生
被
災
地
派
遣
事
業

　
吉
浜
地
区
で
は
本
市
５
中
学
校
の
名
前

が
刻
ま
れ
た
石
碑
を
見
学
し
、
長
年
に
わ

た
る
吉
浜
地
区
と
大
野
城
市
の
深
い
絆
を

感
じ
ま
し
た
。

　
大
船
渡
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
職
員
の
講
話
で

は
、
震
災
を
き
っ
か
け
と
し
た
生
き
方
、

考
え
方
の
変
化
と
、
家
族
や
友
達
の
大
切

さ
に
つ
い
て
話
を
聞
き
ま
し
た
。

4
日
目

陸
前
高
田
市
元
教
育
長
の
講
話

　
陸
前
高
田
市
元
教
育
長
の
講
話
で
は
、

大
切
な
人
を
あ
る
日
突
然
失
う
と
い
う
災

害
の
現
実
に
ふ
れ
、
か
け
が
え
の
な
い
一

つ
一
つ
の
命
の
重
さ
を
学
び
ま
し
た
。

▲釜石東中学校との交流（防災教育）（３日目）

お
か
み

つ
な

は
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まどかぷらっと登録

　ポータルサイトや
専用アプリ（まどぷ
らアプリ）で登録

パートナーシップ
活動支援センターで
登録

ボランティアを探す
　ポータルサイトやまどぷらアプリで、「日付」
または「活動内容」から検索してください。

　市内の自治組織・ＮＰＯ・ボランティア団体などが行う公益活動を「見える化」し、活動への参加促進や活性
化を図るため、活動を行う団体と参加者が「共通」で利用できる「基盤となる仕組み＝プラットホーム」のことです。
　市民公益活動促進プラットホームは、次の３つの仕組みを連携して運用することで、「公益活動の好循環」を
生み出します。

　公益活動をインターネットを通じて見える化し、活動団体と活動したい市民をつ
なぎます。

ボランティアを「探す」「知らせる」
仕組み❶

仕組み❷

仕組み❸

市民公益活動促進プラットホーム総合ポータルサイト

を知っていますか？
市民公益活動促進プラットホーム

●問い合わせ先
パートナーシップ活動支援センター（ＰＳセンター）

※各コミュニティセンター内
◇南 ☎（596)0686
◇中央 ☎（573)3127
◇東 ☎（504)1428
◇北 ☎（513)0099

団体登録
パートナーシップ活動支援センターで随時登録
を受け付けています。申請方法など詳しくは、ポー
タルサイトで確認するか、問い合わせてください。

　活動に参加することでポイントが付きます。
　たまったポイントは、特産品やジョーくんグッズ、活動団体への寄附金へ交換す
ることができます。
その他の交換対象例：ごみ袋、大野城商工会商品券など

ボランティアでポイントを貯めて、商品と交換

　日頃関わる機会が少ない活動団体が一堂に集まり、交流を深めます。団体同
士がつながり、情報共有や相互連携を図ることで、仲間づくりや、新たな関係
性が生まれ、共に成長する機会を提供します。

団体がつながる・成長する

ネット・アプリ

直接申請

▲まずはサイトへアクセス！

ポイント制度「まどかぷらっと」

市民公益活動促進プラットホーム連絡会議

ボランティア団体ボランティアへ参加したい人

　「地域のためにできることからしてみたい！」というあなたの熱い気持ちを、地域貢献活動を通して、
カタチにしてみませんか。

学校が実施する地域貢献活動を応援します
　ＰＳセンターでは、若い世代が気軽にボラン
ティアに参加するきっかけとして、学校で、ボ
ランティアや「まどかぷらっと」に関する説明
会や体験活動への支援を実施しています。地域
活動を体験することで、地域との関わりを深め、
思いやりと感謝、勤労、奉仕の精神を学ぶ良い
機会となり、参加した児童・生徒や学校の先生
から共感をいただいています。すでに多くの児
童・生徒が「まどかぷらっと」に登録し、ボラ
ンティアに取り組んでいます。

登録児童・生徒数
　計1615人（令和６年８月31日現在）

参加の流れ
①「まどぷらパス」を登録
②参加したい活動を調べる
③まどぷらパスを持って活動に参加
（主催者からポイントが付与）
④ポイントを交換

登録の条件
公益活動に参加する意思のある小学生以上で
あること
※18歳未満の人の登録には、保護者の同意が必要
です。

ボランティア
の入口

●日時　６月20日㈭　午前10時～11時
●場所 南地区各公民館および公民館の周辺
●活動内容　◇清掃活動◇高齢者の見守り◇館内掲

示品の作成　など
●報告 平野中1年生を中心に、平野小・月の浦小・

大野南小の児童・生徒（計638人）が各班に分
かれて、地域の人とコミュニケーションをとり
ながら活動しました。

「地域とともにある学校づくり」を推進する取り組みをサポートします
　自分たちの住む地域を住みよくしたいという思いで、ボランティア活動に
積極的に取り組む子どもたちを、私たちは応援しています。
　保護者や地域の皆さんの理解と協力をお願いします。

参加者の感想
●自分たちが地域に守られていることを実感した。
●普段から地域の清掃や見守り活動をしている人へ
の感謝の気持ちが強くなった。

●小学生が頼ってくれて、うまくまとめることがで
きてうれしかった。

●これからも地域の一員として、地域活動に取り組
んでいきたい。

Google play App Store

※18才未満の人の登録は、
保護者の同意確認が必要
です。ネット・アプリで
登録せず、問い合わせて
ください。

地域貢献活動レポート Vol.１

PSセンタープラットホーム事業担当

小・中学生のみなさんのボランティア活動を応援します
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東

西

南北

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
方
法

　
今
年
の
12
月
２
日
に
、
現
行
の
健
康
保

険
証
の
新
規
発
行
が
終
了
し
、
マ
イ
ナ
保

険
証
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
健
康
保

険
証
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
）
を
基
本
と

す
る
仕
組
み
に
移
行
し
ま
す
。

※
マ
イ
ナ
保
険
証
を
利
用
で
き
な
い
人
に

は
、
病
院
を
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
る

資
格
確
認
書
を
発
行
し
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
保
険
証
を
使
う
メ
リ
ッ
ト
は
、

主
に
３
つ
あ
り
ま
す
。

◆
高
額
療
養
費
の
一
時
支
払
い
の
免
除

限
度
額
適
用
認
定
証
が
な
く
て
も
、
高

額
療
養
費
制
度
に
お
け
る
限
度
額
を
超

え
る
支
払
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
事
前
申

請
な
ど
も
不
要
で
す
。

◆
お
薬
や
診
療
の
履
歴
に
基
づ
い
た
よ
り

良
い
医
療
が
受
け
ら
れ
る

過
去
の
お
薬
情
報
や
健
康
診
断
の
結
果

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
た
め
、
治
療

に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
確
定
申
告
時
に
医
療
費
控
除
が
簡
単
に

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
ｅ
‐Ｔ
ａ
ｘ
に
連

携
す
る
こ
と
で
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で

医
療
費
通
知
情
報
の
管
理
が
可
能
と
な

り
、
デ
ー
タ
を
自
動
入
力
で
き
ま
す
。

医
療
費
の
領
収
証
の
管
理
・
保
管
は
不

要
で
す
。

　
安
全
性
に
つ
い
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
に
は
保
険
証
情
報

や
医
療
情
報
自
体
は
入
っ
て
い
ま
せ
ん
。

万
が
一
、
紛
失
し
た
場
合
に
は
い
つ
で
も

一
時
利
用
停
止
で
き
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
健
康
保
険
証

と
し
て
利
用
す
る
に
は
、
利
用
登
録
が
必

要
で
す
。
ま
だ
利
用
登
録
を
し
て
い
な
い

人
は
、
市
役
所
の
ほ
か
、
医
療
機
関
・
薬

局
の
受
付
に
設
置
さ
れ
て
い
る
顔
認
証
付

き
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
や
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ

ル
、
セ
ブ
ン
銀
行
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
簡
単
に
登

録
が
で
き
ま
す
。

　
ぜ
ひ
マ
イ
ナ
保
険
証
を
使
っ
て
み
て
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

国
民
健
康
保
険
の
人

国
保
年
金
課
国
保
年
金
担
当

☎（
５
８
０
）１
８
４
６

後
期
高
齢
者
医
療
の
人

国
保
年
金
課
医
療
担
当

☎（
５
８
０
）１
８
４
７

※
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
以

外
の
人
は
、
保
険
証
に
記
載
の
発
行
元

（
保
険
者
）
に
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
な

い
人
は
、
こ
の
機
会
に
申
請
を
お
願
い
し

ま
す
。
申
請
か
ら
受
け
取
り
ま
で
約
１
カ

月
程
度
か
か
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
請
方
法

◆
オ
ン
ラ
イ
ン
で
申
請

交
付
申
請
書
を
持
っ
て
い
る
場
合
は
、

交
付
申
請
書
の
二
次
元
コ
ー
ド
を
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
読
み
取
る
こ
と

で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
が
で
き
ま
す
。

顔
写
真
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
撮
影

し
た
も
の
を
使
用
で
き
ま
す
。

◆
郵
送
で
申
請

交
付
申
請
書
に
顔
写
真
を
貼
付
し
、

郵
送
す
る
こ
と
で
申
請
で
き
ま
す
。

（
窓
口
に
提
出

も
で
き
ま
す
。）

◆
ま
ち
な
か
の
証
明
写
真
機
で
申
請

証
明
写
真
機
で
顔
写
真
を
撮
影
し
、

そ
の
ま
ま
申
請
で
き
ま
す
。

●
交
付
申
請
書
を
持
っ
て
い
な
い
場
合

住
所
地
に
郵
送
し
ま
す
。
市
役
所
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
に
つ
い
て

申
請
後
、
約
１
カ
月
後
に
カ
ー
ド
が
で

き
ま
す
。
受
け
渡
し
の
準
備
が
で
き
た

ら
、
市
か
ら
住
所
地
宛
て
に
交
付
通
知

書
を
送
付
し
ま
す
。
必
要
書
類
を
持
っ

て
、
本
人
が
市
役
所
に
受
け
取
り
に
来

て
く
だ
さ
い
。

※
病
気
な
ど
の
た
め
、
本
人
の
受
け
取
り

が
困
難
な
場
合
は
、
代
理
受
け
取
り
が

可
能
な
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
受
付
・
サ
ー
ビ

ス
担
当
　

☎（
５
８
０
）１
８
４
２

マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
登
録
を
お
願
い
し
ま
す市ホームページ

市ホームページ

マイナンバーカード
総合サイト

マイナンバーカード
総合サイト

マイナンバーカード
総合サイト

オンライン
申請が

オススメです！

　西鉄下大利駅の北側に環状交差点（ラウンドアバウト）が誕生し、10月26日㈯から暫定通行を開始します。
珍しい交差点なので、通行ルールを紹介します。ここでは例として、自動車で南から交差点に進入して、東に進
むケースについて、❶から❺の順に説明します。
※進入した道路から環道を通り、いずれの方向へも進めます。

　ラウンドアバウト交差点とよく似ているものとして、ロータリー交差点というものがあります。両者に
は、次のような違いがあります。

環状交差点（ラウンドアバウト）の通行ルール

●問い合わせ先
都市計画課都市計画担当　☎（580)1868

環状交差点［ラウンドアバウト］と円形交差点［ロータリー］の違い

ラウンドアバウト比較項目

標識板

環道への侵入時
優先交通

ロータリー

環状の交差点における
右回り通行

規制標識
ロータリーあり
警戒標識

一時停止不要・信号制御なし
環道を走行する車両

一時停止や信号制御あり
左側から進入する車両

歩行者が横断していない
か、左右を良く確認します。
歩行者がいれば、停車線の
前で停止します。

1

環道から退出する時は、軽車
両や二輪車の巻き込みに注意
しながら、左折の方向指示器
を表示して退出します。

4

歩行者が横断していないか
左右を良く確認します。

5

環道は、時計回りで通ります。
3

すでに環道を通っている車両がい
ないか、良く確認します。先に環
道を通る車両が優先です。環道を
通っている車両がいないことを確
認して、一時停止することなく、
環道に左折進入します。

2

環道

歩行者や左右の確認を！
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東

西

南北

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
方
法

　
今
年
の
12
月
２
日
に
、
現
行
の
健
康
保

険
証
の
新
規
発
行
が
終
了
し
、
マ
イ
ナ
保

険
証
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
健
康
保

険
証
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
）
を
基
本
と

す
る
仕
組
み
に
移
行
し
ま
す
。

※
マ
イ
ナ
保
険
証
を
利
用
で
き
な
い
人
に

は
、
病
院
を
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
る

資
格
確
認
書
を
発
行
し
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
保
険
証
を
使
う
メ
リ
ッ
ト
は
、

主
に
３
つ
あ
り
ま
す
。

◆
高
額
療
養
費
の
一
時
支
払
い
の
免
除

限
度
額
適
用
認
定
証
が
な
く
て
も
、
高

額
療
養
費
制
度
に
お
け
る
限
度
額
を
超

え
る
支
払
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
事
前
申

請
な
ど
も
不
要
で
す
。

◆
お
薬
や
診
療
の
履
歴
に
基
づ
い
た
よ
り

良
い
医
療
が
受
け
ら
れ
る

過
去
の
お
薬
情
報
や
健
康
診
断
の
結
果

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
た
め
、
治
療

に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
確
定
申
告
時
に
医
療
費
控
除
が
簡
単
に

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
ｅ
‐Ｔ
ａ
ｘ
に
連

携
す
る
こ
と
で
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で

医
療
費
通
知
情
報
の
管
理
が
可
能
と
な

り
、
デ
ー
タ
を
自
動
入
力
で
き
ま
す
。

医
療
費
の
領
収
証
の
管
理
・
保
管
は
不

要
で
す
。

　
安
全
性
に
つ
い
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
に
は
保
険
証
情
報

や
医
療
情
報
自
体
は
入
っ
て
い
ま
せ
ん
。

万
が
一
、
紛
失
し
た
場
合
に
は
い
つ
で
も

一
時
利
用
停
止
で
き
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
健
康
保
険
証

と
し
て
利
用
す
る
に
は
、
利
用
登
録
が
必

要
で
す
。
ま
だ
利
用
登
録
を
し
て
い
な
い

人
は
、
市
役
所
の
ほ
か
、
医
療
機
関
・
薬

局
の
受
付
に
設
置
さ
れ
て
い
る
顔
認
証
付

き
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
や
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ

ル
、
セ
ブ
ン
銀
行
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
簡
単
に
登

録
が
で
き
ま
す
。

　
ぜ
ひ
マ
イ
ナ
保
険
証
を
使
っ
て
み
て
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

国
民
健
康
保
険
の
人

国
保
年
金
課
国
保
年
金
担
当

☎（
５
８
０
）１
８
４
６

後
期
高
齢
者
医
療
の
人

国
保
年
金
課
医
療
担
当

☎（
５
８
０
）１
８
４
７

※
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
以

外
の
人
は
、
保
険
証
に
記
載
の
発
行
元

（
保
険
者
）
に
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
な

い
人
は
、
こ
の
機
会
に
申
請
を
お
願
い
し

ま
す
。
申
請
か
ら
受
け
取
り
ま
で
約
１
カ

月
程
度
か
か
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
請
方
法

◆
オ
ン
ラ
イ
ン
で
申
請

交
付
申
請
書
を
持
っ
て
い
る
場
合
は
、

交
付
申
請
書
の
二
次
元
コ
ー
ド
を
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
読
み
取
る
こ
と

で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
が
で
き
ま
す
。

顔
写
真
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
撮
影

し
た
も
の
を
使
用
で
き
ま
す
。

◆
郵
送
で
申
請

交
付
申
請
書
に
顔
写
真
を
貼
付
し
、

郵
送
す
る
こ
と
で
申
請
で
き
ま
す
。

（
窓
口
に
提
出

も
で
き
ま
す
。）

◆
ま
ち
な
か
の
証
明
写
真
機
で
申
請

証
明
写
真
機
で
顔
写
真
を
撮
影
し
、

そ
の
ま
ま
申
請
で
き
ま
す
。

●
交
付
申
請
書
を
持
っ
て
い
な
い
場
合

住
所
地
に
郵
送
し
ま
す
。
市
役
所
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
に
つ
い
て

申
請
後
、
約
１
カ
月
後
に
カ
ー
ド
が
で

き
ま
す
。
受
け
渡
し
の
準
備
が
で
き
た

ら
、
市
か
ら
住
所
地
宛
て
に
交
付
通
知

書
を
送
付
し
ま
す
。
必
要
書
類
を
持
っ

て
、
本
人
が
市
役
所
に
受
け
取
り
に
来

て
く
だ
さ
い
。

※
病
気
な
ど
の
た
め
、
本
人
の
受
け
取
り

が
困
難
な
場
合
は
、
代
理
受
け
取
り
が

可
能
な
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
受
付
・
サ
ー
ビ

ス
担
当
　

☎（
５
８
０
）１
８
４
２

マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
登
録
を
お
願
い
し
ま
す市ホームページ

市ホームページ

マイナンバーカード
総合サイト

マイナンバーカード
総合サイト

マイナンバーカード
総合サイト

オンライン
申請が

オススメです！

　西鉄下大利駅の北側に環状交差点（ラウンドアバウト）が誕生し、10月26日㈯から暫定通行を開始します。
珍しい交差点なので、通行ルールを紹介します。ここでは例として、自動車で南から交差点に進入して、東に進
むケースについて、❶から❺の順に説明します。
※進入した道路から環道を通り、いずれの方向へも進めます。

　ラウンドアバウト交差点とよく似ているものとして、ロータリー交差点というものがあります。両者に
は、次のような違いがあります。

環状交差点（ラウンドアバウト）の通行ルール

●問い合わせ先
都市計画課都市計画担当　☎（580)1868

環状交差点［ラウンドアバウト］と円形交差点［ロータリー］の違い

ラウンドアバウト比較項目

標識板

環道への侵入時
優先交通

ロータリー

環状の交差点における
右回り通行

規制標識
ロータリーあり
警戒標識

一時停止不要・信号制御なし
環道を走行する車両

一時停止や信号制御あり
左側から進入する車両

歩行者が横断していない
か、左右を良く確認します。
歩行者がいれば、停車線の
前で停止します。

1

環道から退出する時は、軽車
両や二輪車の巻き込みに注意
しながら、左折の方向指示器
を表示して退出します。

4

歩行者が横断していないか
左右を良く確認します。

5

環道は、時計回りで通ります。
3

すでに環道を通っている車両がい
ないか、良く確認します。先に環
道を通る車両が優先です。環道を
通っている車両がいないことを確
認して、一時停止することなく、
環道に左折進入します。

2

環道

歩行者や左右の確認を！
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大
野
城
市
の
芸
術
文
化
の
情
報
を
集
約

し
た
サ
イ
ト
「
ツ
ナ
グ
ト
」
で
は
、
市
民

の
目
線
で
芸
術
文
化
の
情
報
を
伝
え
る

「
市
民
レ
ポ
ー
ト
」
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て

い
ま
す
。
そ
の
コ
ー
ナ
ー
で
活
躍
し
て
い

た
だ
く
人
を
養
成
す
る
た
め
の
講
座
を
開

催
し
ま
す
。

　
書
く
こ
と
に
興
味
が
あ
れ
ば
ス
キ
ル
や

経
験
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
　

●
対
象
　
市
内
在
住
、
ま
た
は
市
内
に
通

勤
・
通
学
・
活
動
し
て
い
る
人

●
内
容

　◇
取
材
の
ポ
イ
ン
ト
◇
読
み
手
に
伝

え
る
た
め
の
書
き
方
の
ノ
ウ
ハ
ウ
　
な
ど

●
講
師
　
長
津
結
一
郎
さ
ん
（
九
州
大
学

准
教
授
）

※
ゲ
ス
ト
講
師
　
三
好
剛
平
さ
ん
（
編
集

者
、
株
式
会
社
三
声
舎
代
表
）

●
定
員
　
10
人
（
先
着
順
）

●
申
込
期
間
　
10
月
15
日
㈫
〜
11
月
22
日
㈮

●
申
込
方
法
　
申
込
フ
ォ
ー
ム

●
申
し
込
み
と
問
い
合
わ
せ
先

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
課
芸
術
文
化
担
当

☎（
５
８
０
）１
９
９
６

（
５
７
３
）７
７
９
１

shakai@
city.onojo.fukuoka.jp

大
野
城
市
芸
術
文
化
情
報
サ
イ
ト

「
ツ
ナ
グ
ト
」
レ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

わ
た
し
が
知
っ
て
る
大
野
城
の
は
な
し

東
地
区
の
巻
　

　
大
野
城
市
で
過
ご
し
た
日
々
に
つ
い

て
、
参
加
者
同
士
で
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が

ら
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
を
作
り
ま
す
。
今
年
度

は
東
地
区
に
住
ん
で
い
る
人
を
対
象
に
開

催
し
ま
す
。

　
最
近
転
入
し
た
人
や
長
年
住
ん
で
い
る

人
も
一
緒
に
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま

せ
ん
か
。

ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
制
作

●
日
時

◇
12
月
15
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
正
午

◇
21
日
㈯
・
22
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
午

後
２
時
半

●
会
場
　
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
　

研
修
室
１
・
２

●
進
行
役

　◇
古
賀
今
日
子
さ
ん
◇
田
坂

哲
郎
さ
ん

ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
発
表

東
地
区
に
限
ら
ず
誰
で
も
参
加
で
き

ま
す
。

●
日
時
　
12
月
22
日
㈰
　
午
後
１
時
〜
　

●
会
場
　
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
　

研
修
室
１
・
２

お
し
ゃ
べ
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

日時 会場 内容

12月１日㈰
午後１時～４時

12月22日㈰
午後１時～４時

令和７年１月12日㈰
午後１時～４時

令和７年１月26日㈰
午後１時～５時

基本的な説明・レポートの練習

「おしゃべりワークショップ」視察

レポートの発表・ミニレクチャー

レポートの仕上げ・講師によるコメント

まどかぴあ　306会議室

まどかぴあ　202会議室

まどかぴあ　202会議室

東コミュニティセンター

申込フォーム

※
詳
し
く
は
大
野
城
市
芸
術
文
化
情
報
サ

イ
ト
「
ツ
ナ
グ
ト
」
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
課
芸
術
文
化
担
当

☎（
５
８
０
）１
９
９
６

（
５
７
３
）７
７
９
１ 「ツナグト」はこちら

消
費
者
ニ
ュ
ー
ス

号

ホットな相
談
事
例

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
閲
覧
中
に
、「
購
入
回
数
の
縛

り
な
し
。
初
回
限
定
１
９
８
０
円
　
１
人

１
回
限
り
」
と
い
う
化
粧
ク
リ
ー
ム
の
広

告
を
見
て
、
販
売
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し

た
。「
初
回
購
入
価
格
か
ら
さ
ら
に
特
別

ク
ー
ポ
ン
利
用
で
１
９
８
０
円
」
と
あ
っ

た
の
で
、
格
安
で
１
回
だ
け
お
試
し
で
き

る
と
思
い
、
商
品
を
注
文
し
た
が
、
２
回

目
の
商
品
も
届
い
た
。
業
者
に
「
２
回
目

は
頼
ん
で
い
な
い
。
返
品
し
た
い
」
と
連

絡
し
た
が
、
業
者
か
ら
は
「
定
期
購
入
で

注
文
し
て
い
る
。
初
回
で
解
約
す
る
場
合

は
通
常
価
格
と
の
差
額
を
支
払
う
よ
う

に
」
と
言
わ
れ
た
。
１
回
だ
け
の
お
試
し

の
つ
も
り
で
購
入
し
た
の
で
、
差
額
を
支

払
う
こ
と
に
納
得
で
き
な
い
。

ア
ド
バ
イ
ス

◆「
次
回
の
請
求
額
が
高
額
な
料
金
だ
っ

た
」、「
業
者
へ
解
約
の
連
絡
を
し
た
ら

定
期
購
入
を
理
由
に
断
ら
れ
た
」
な
ど

と
い
う
相
談
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

◆
商
品
を
注
文
す
る
前
に
、「
最
終
確
認

画
面
」
で
定
期
購
入
が
条
件
に
な
っ
て

い
な
い
か
、
支
払
総
額
が
い
く
ら
に
な

る
の
か
、
解
約
の
際
の
連
絡
手
段
、
返

品
特
約
や
解
約
条
件
な
ど
、
細
部
ま
で

よ
く
確
認
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

◆
最
終
確
認
画
面
は
、
ス
ク
リ
ー
ン

シ
ョ
ッ
ト
で
保
存
し
ま
し
ょ
う
。

※
不
安
な
と
き
は
、
ま
ず
は
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

●
市
消
費
生
活
相
談
（
予
約
不
要
）

平
日
　
午
前
９
時
半
〜
正
午

午
後
１
時
〜
４
時
半

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
新

館
４
階
） 
☎（
５
８
０
）１
９
６
８

●
消
費
者
庁
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

土
・
日
曜
日
、
祝
日
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
　

☎
１
８
８（
局
番
な
し
）

●
問
い
合
わ
せ
先

生
活
安
全
課

☎（
５
８
０
）１
８
９
７

Ｓ
Ｎ
Ｓ
広
告
に
よ
る

定
期
購
入
ト
ラ
ブ
ル
に
要
注
意
！

　
９
月
21
日
㈯
・
22
日
（
祝
・
日
）
に
「
第

42
回
お
お
の
山
城
大
文
字
ま
つ
り
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
途
中
悪
天
候
に
見
舞
わ
れ

ま
し
た
が
、
出
演
者
の
皆
さ
ん
に
よ
る
華

や
か
な
ス
テ
ー
ジ
や
パ
レ
ー
ド
が
ま
つ
り

を
盛
り
上
げ
、
両
日
で
延
べ
6
万
5
千
人

の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
今
年
、

初
め
て
実
施
し
た「
お
化
け
屋
敷
」や「
ク

イ
ズ
ラ
リ
ー
」、
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
プ
ロ

グ
ラ
ム
な
ど
多
く
の
参
加
者
で
大
盛
況
で

し
た
。

　
ま
つ
り
へ
の
協
賛
も
含
め
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
協
力
に
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。
来
年
も
変
わ
ら
な
い
支
援
と
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

◇
お
お
の
山
城
大
文
字
ま
つ
り
委
員

会
事
務
局
　
☎（
5
7
4
）6
6
7
7

◇
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
課
に
ぎ
わ

い
づ
く
り
担
当☎（

5
8
0
）1
8
9
5

お
お
の
山
城
大
文
字
ま
つ
り
協
力
の
お
礼

　
国
際
感
覚
豊
か
な
人
づ
く
り
を
目
的

と
し
、
今
年
で
11
回
目
と
な
る
英
語
・

日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催

し
ま
す
。

●
会
場
　
ま
ど
か
ぴ
あ
２
階
　
小
ホ
ー
ル

●
日
時
　
11
月
３
日
（
祝
・
日
）　
午
前

９
時
40
分
〜
午
後
５
時

※
内
容
の
進
行
状
況
に
よ
り
、
時
間
は
前

後
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
部
門
　
◇
英
語
部
門
（
小
学
生
の
部
、

中
学
生
の
部
、
高
校
生
・
大
学
生

の
部
）◇
日
本
語
部
門

※
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

英
語
・
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ

ス
ト
実
行
委
員
会
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

文
化
課
内
）

☎（
５
８
０
）１
８
７
６

shakai@
city.onojo.fukuoka.jp

第
11
回
大
野
城
市

英
語
・
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
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大
野
城
市
の
芸
術
文
化
の
情
報
を
集
約

し
た
サ
イ
ト
「
ツ
ナ
グ
ト
」
で
は
、
市
民

の
目
線
で
芸
術
文
化
の
情
報
を
伝
え
る

「
市
民
レ
ポ
ー
ト
」
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て

い
ま
す
。
そ
の
コ
ー
ナ
ー
で
活
躍
し
て
い

た
だ
く
人
を
養
成
す
る
た
め
の
講
座
を
開

催
し
ま
す
。

　
書
く
こ
と
に
興
味
が
あ
れ
ば
ス
キ
ル
や

経
験
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
　

●
対
象
　
市
内
在
住
、
ま
た
は
市
内
に
通

勤
・
通
学
・
活
動
し
て
い
る
人

●
内
容
◇
取
材
の
ポ
イ
ン
ト
◇
読
み
手
に
伝

え
る
た
め
の
書
き
方
の
ノ
ウ
ハ
ウ
　
な
ど

●
講
師
　
長
津
結
一
郎
さ
ん
（
九
州
大
学

准
教
授
）

※
ゲ
ス
ト
講
師
　
三
好
剛
平
さ
ん
（
編
集

者
、
株
式
会
社
三
声
舎
代
表
）

●
定
員
10
人
（
先
着
順
）

●
申
込
期
間
10
月
15
日
㈫
〜
11
月
22
日
㈮

●
申
込
方
法
　
申
込
フ
ォ
ー
ム

●
申
し
込
み
と
問
い
合
わ
せ
先

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
課
芸
術
文
化
担
当

☎（
５
８
０
）１
９
９
６

（
５
７
３
）７
７
９
１

shakai@
city.onojo.fukuoka.jp

大
野
城
市
芸
術
文
化
情
報
サ
イ
ト

「
ツ
ナ
グ
ト
」
レ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

わ
た
し
が
知
っ
て
る
大
野
城
の
は
な
し

東
地
区
の
巻

　
大
野
城
市
で
過
ご
し
た
日
々
に
つ
い

て
、
参
加
者
同
士
で
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が

ら
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
を
作
り
ま
す
。
今
年
度

は
東
地
区
に
住
ん
で
い
る
人
を
対
象
に
開

催
し
ま
す
。

　
最
近
転
入
し
た
人
や
長
年
住
ん
で
い
る

人
も
一
緒
に
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま

せ
ん
か
。

ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
制
作

●
日
時

◇
12
月
15
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
正
午

◇
21
日
㈯
・
22
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
午

後
２
時
半

●
会
場
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
　

研
修
室
１
・
２

●
進
行
役

◇
古
賀
今
日
子
さ
ん
◇
田
坂

哲
郎
さ
ん

ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
発
表

東
地
区
に
限
ら
ず
誰
で
も
参
加
で
き

ま
す
。

●
日
時
12
月
22
日
㈰
　
午
後
１
時
〜
　

●
会
場
　
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
　

研
修
室
１
・
２

お
し
ゃ
べ
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

日時 会場 内容

12月１日㈰
午後１時～４時

12月22日㈰
午後１時～４時

令和７年１月12日㈰
午後１時～４時

令和７年１月26日㈰
午後１時～５時

基本的な説明・レポートの練習

「おしゃべりワークショップ」視察

レポートの発表・ミニレクチャー

レポートの仕上げ・講師によるコメント

まどかぴあ　306会議室

まどかぴあ　202会議室

まどかぴあ　202会議室

東コミュニティセンター

申込フォーム

※
詳
し
く
は
大
野
城
市
芸
術
文
化
情
報
サ

イ
ト
「
ツ
ナ
グ
ト
」
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
課
芸
術
文
化
担
当

☎（
５
８
０
）１
９
９
６

（
５
７
３
）７
７
９
１ 「ツナグト」はこちら

消
費
者
ニ
ュ
ー
ス

号

ホットな

2 6 1

相
談
事
例

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
閲
覧
中
に
、「
購
入
回
数
の
縛

り
な
し
。
初
回
限
定
１
９
８
０
円
　
１
人

１
回
限
り
」
と
い
う
化
粧
ク
リ
ー
ム
の
広

告
を
見
て
、
販
売
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し

た
。「
初
回
購
入
価
格
か
ら
さ
ら
に
特
別

ク
ー
ポ
ン
利
用
で
１
９
８
０
円
」
と
あ
っ

た
の
で
、
格
安
で
１
回
だ
け
お
試
し
で
き

る
と
思
い
、
商
品
を
注
文
し
た
が
、
２
回

目
の
商
品
も
届
い
た
。
業
者
に
「
２
回
目

は
頼
ん
で
い
な
い
。
返
品
し
た
い
」
と
連

絡
し
た
が
、
業
者
か
ら
は
「
定
期
購
入
で

注
文
し
て
い
る
。
初
回
で
解
約
す
る
場
合

は
通
常
価
格
と
の
差
額
を
支
払
う
よ
う

に
」
と
言
わ
れ
た
。
１
回
だ
け
の
お
試
し

の
つ
も
り
で
購
入
し
た
の
で
、
差
額
を
支

払
う
こ
と
に
納
得
で
き
な
い
。

ア
ド
バ
イ
ス

◆「
次
回
の
請
求
額
が
高
額
な
料
金
だ
っ

た
」、「
業
者
へ
解
約
の
連
絡
を
し
た
ら

定
期
購
入
を
理
由
に
断
ら
れ
た
」
な
ど

と
い
う
相
談
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

◆
商
品
を
注
文
す
る
前
に
、「
最
終
確
認

画
面
」
で
定
期
購
入
が
条
件
に
な
っ
て

い
な
い
か
、
支
払
総
額
が
い
く
ら
に
な

る
の
か
、
解
約
の
際
の
連
絡
手
段
、
返

品
特
約
や
解
約
条
件
な
ど
、
細
部
ま
で

よ
く
確
認
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

◆
最
終
確
認
画
面
は
、
ス
ク
リ
ー
ン

シ
ョ
ッ
ト
で
保
存
し
ま
し
ょ
う
。

※
不
安
な
と
き
は
、
ま
ず
は
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

●
市
消
費
生
活
相
談
（
予
約
不
要
）

平
日
　
午
前
９
時
半
〜
正
午

午
後
１
時
〜
４
時
半

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
新

館
４
階
）
☎（
５
８
０
）１
９
６
８

●
消
費
者
庁
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

土
・
日
曜
日
、
祝
日
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
　

☎
１
８
８（
局
番
な
し
）

●
問
い
合
わ
せ
先

生
活
安
全
課

☎（
５
８
０
）１
８
９
７

Ｓ
Ｎ
Ｓ
広
告
に
よ
る

定
期
購
入
ト
ラ
ブ
ル
に
要
注
意
！

　
９
月
21
日
㈯
・
22
日
（
祝
・
日
）
に
「
第

42
回
お
お
の
山
城
大
文
字
ま
つ
り
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
途
中
悪
天
候
に
見
舞
わ
れ

ま
し
た
が
、
出
演
者
の
皆
さ
ん
に
よ
る
華

や
か
な
ス
テ
ー
ジ
や
パ
レ
ー
ド
が
ま
つ
り

を
盛
り
上
げ
、
両
日
で
延
べ
6
万
5
千
人

の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
今
年
、

初
め
て
実
施
し
た「
お
化
け
屋
敷
」や「
ク

イ
ズ
ラ
リ
ー
」、
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
プ
ロ

グ
ラ
ム
な
ど
多
く
の
参
加
者
で
大
盛
況
で

し
た
。

　
ま
つ
り
へ
の
協
賛
も
含
め
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
協
力
に
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。
来
年
も
変
わ
ら
な
い
支
援
と
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

◇
お
お
の
山
城
大
文
字
ま
つ
り
委
員

会
事
務
局
☎（
5
7
4
）6
6
7
7

◇
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
課
に
ぎ
わ

い
づ
く
り
担
当☎（

5
8
0
）1
8
9
5

お
お
の
山
城
大
文
字
ま
つ
り
協
力
の
お
礼

国
際
感
覚
豊
か
な
人
づ
く
り
を
目
的

と
し
、
今
年
で
11
回
目
と
な
る
英
語
・

日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催

し
ま
す
。

●
会
場
　
ま
ど
か
ぴ
あ
２
階
　
小
ホ
ー
ル

●
日
時

11
月
３
日
（
祝
・
日
）　
午
前

９
時
40
分
〜
午
後
５
時

※
内
容
の
進
行
状
況
に
よ
り
、
時
間
は
前

後
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
部
門
　
◇
英
語
部
門
（
小
学
生
の
部
、

中
学
生
の
部
、
高
校
生
・
大
学
生

の
部
）◇
日
本
語
部
門

※
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

英
語
・
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ

ス
ト
実
行
委
員
会
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

文
化
課
内
）

☎（
５
８
０
）１
８
７
６

shakai@
city.onojo.fukuoka.jp

第
11
回
大
野
城
市

英
語
・
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
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大
野
城
市
教
育
委
員
会
は
、
教
育
長
と

５
人
の
委
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
教
育
委
員
の
任
期
は
４
年
で
、
こ
の

た
び
２
人
の
教
育
委
員
が
任
期
満
了
と
な

り
ま
し
た
。
山
口
典
子
さ
ん
が
再
任
、
松

本
民
仁
さ
ん
は
２
期
目
の
任
期
満
了
を

も
っ
て
退
任
と
な
り
、
後
任
と
し
て
、
關

知
子
さ
ん
が
就
任
し
ま
し
た
。

　
教
育
委
員
は
、
市
長
が
議
会
の
同
意
を

得
て
任
命
し
ま
す
。
地
域
の
教
育
行
政
全

般
に
つ
い
て
、
方
針
の
決
定
・
規
則
の
制

定
な
ど
の
重
要
事
項
の
決
定
を
行
う
ほ

か
、各
種
行
事
お
よ
び
研
修
会
へ
の
出
席
、

市
立
小
・
中
学
校
へ
の
訪
問
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

教
育
政
策
課
教
育
政
策
担
当

☎（
５
８
０
）１
９
０
２

新
教
育
委
員
を
任
命▲山口委員▲關委員

教育委員一覧

氏名 任命年月日 満了年月日

髙野英機

山口典子（再任）

藤河久美

佐藤友恵

關知子（新任）

令和元年６月26日

令和２年10月１日

令和５年６月26日

令和５年６月26日

令和６年10月１日

令和９年６月25日

令和10年９月30日

令和９年６月25日

令和９年６月25日

令和10年９月30日

　
地
域
防
災
の
担
い
手
と
な
る
人
材
を
育

成
し
ま
す
。

●
日
時

①
令
和
７
年
２
月
８
日
㈯
　
午
前
８

時
45
分
〜
午
後
４
時
半

②
令
和
７
年
２
月
９
日
㈰
　
午
前
９

時
〜
午
後
６
時

※
①・②
ど
ち
ら
も
参
加
が
必
要

※
②
の
最
後
に
防
災
士
資
格
取
得
試
験

あ
り

※
受
講
日
ま
で
に
救
命
講
習
の
受
講
お
よ

び
防
災
士
教
本
に
よ
る
自
主
学
習
の
履

修
確
認
レ
ポ
ー
ト
の
提
出
が
必
要

●
会
場
　
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

多
目
的
室

●
対
象
者
　
市
内
在
住
ま
た
は
市
内
勤
務

で
、
自
主
防
災
組
織
の
活
動
に
参
加

す
る
意
思
の
あ
る
人

※
資
格
取
得
後
は
、
大
野
城
市
防
災
士
連

絡
協
議
会
に
入
会
が
必
要

●
受
講
料
　
無
料

●
定
員
10
人
程
度
（
先
着
順
）

●
申
込
方
法
　
◇
窓
口
◇
郵
送
◇
メ
ー
ル

※
申
込
書
は
申
込
先
で
配
布
、
ま
た
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

●
申
込
期
間
10
月
15
日
㈫
〜
31
日
㈭

●
申
し
込
み
と
問
い
合
わ
せ
先

危
機
管
理
課
消
防
・
防
災
担
当

☎（
５
８
０
）１
８
９
９

kikikanri@
city.onojo.fukuoka.jp

防
災
士
養
成
講
座
受
講
生
募
集

　
例
年
10
月
頃
に
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
た
人
全
員
に
、
前
年
の
８
月
か
ら
そ

の
年
の
７
月
ま
で
の
１
年
間
に
利
用
し
た

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
費
用
な
ど
を
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度
か
ら
希
望
す

る
人
の
み
へ
の
送
付
に
変
更
し
ま
す
。

　
送
付
を
希
望
す
る
人
は
、
介
護
支
援
課

ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

介
護
支
援
課
事
業
所
指
定
指
導
担
当

☎（
５
８
０
）１
９
１
６

介
護
・
総
合
事
業
給
付
費
通
知
書
の

発
送
方
法
を
変
更
し
ま
す

風しんとは
　発熱や発疹を主な症状とし、感染者の咳やくしゃ
み、会話で飛び散るしぶき（飛まつ）を吸い込んで
感染する、感染力が強い疾患です。小児は発熱、発疹、
首や耳の後ろのリンパ節が腫れて、数日で治ります。
まれに高熱や肺炎になって入院することがありま
す。成人は高熱・発熱の長期化・関節痛など重症化
の可能性があります。

　あなたがきっかけで、妊娠初期（20週以前）の女性が風しんに感染すると赤ちゃんが障がいをもって生まれ
る可能性があります。

先天性風しん症候群とは
　妊娠初期（20週以前）に風しんに感染すると、
赤ちゃんが先天性心疾患・白内障・難聴を特徴とす
る先天性風しん症候群をもって生まれてくる可能性
があります。

風しんの予防接種を受けていない世代があります
昭和37年４月２日～昭和54年４月１日生まれの男

性。この世代の男性は過去に公的な予防接種が行われ
てこなかったために、他の年代よりも抗体保有率が低
く、風しんに感染するリスクが高くなっています。

クーポン券の使用期限が迫っています！
　昭和37年４月２日～昭和54年４月１日生まれの
男性のうち未受検の人には、令和６年６月上旬に
クーポン券を送付しています。風しんから自分自身
と周りの人を守るために、まずは抗体検査を受けま
しょう。（クーポン券の使用期限は、原則として令
和７年２月28日までです。）

ストップ風しん
風しんは予防接種で防ぐことができます

●問い合わせ先　健康課感染症対策担当　☎（501)2222

無料抗体検査・予防接種の詳しい情報は、　
厚生労働省のホームページを確認してください。
実施医療機関も掲載されています。

●接種までの流れ

心臓心臓

脾臓脾臓肝臓肝臓

・白内障
・網膜症
・緑内障　など

・動脈管開存症
　　　　　など

・難聴

先天性風しん症候群の赤ちゃんが
生まれてくる可能性が高くなる

抗体検査　（クーポン券を使用すると抗体検査は無料になります。）
市の特定健診や職場の健診もしくは指定医療機関で受けられます。

抗体なし ・風しんへの抵抗力がありません。
・風しんにかかるリスクがあります。 抗体あり ・風しんへの抗体力があります。

予防接種を受けましょう ※原則無料です。　

厚生労働省
ホームページ

あなたが風しんに 風しん拡散 妊婦さん感染

赤ちゃんが
障がいをもって
生まれる可能性が
あります

あなたが
苦しいだけでなく

市ホームページ
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大
野
城
市
教
育
委
員
会
は
、
教
育
長
と

５
人
の
委
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
教
育
委
員
の
任
期
は
４
年
で
、
こ
の

た
び
２
人
の
教
育
委
員
が
任
期
満
了
と
な

り
ま
し
た
。
山
口
典
子
さ
ん
が
再
任
、
松

本
民
仁
さ
ん
は
２
期
目
の
任
期
満
了
を

も
っ
て
退
任
と
な
り
、
後
任
と
し
て
、
關

知
子
さ
ん
が
就
任
し
ま
し
た
。

　
教
育
委
員
は
、
市
長
が
議
会
の
同
意
を

得
て
任
命
し
ま
す
。
地
域
の
教
育
行
政
全

般
に
つ
い
て
、
方
針
の
決
定
・
規
則
の
制

定
な
ど
の
重
要
事
項
の
決
定
を
行
う
ほ

か
、各
種
行
事
お
よ
び
研
修
会
へ
の
出
席
、

市
立
小
・
中
学
校
へ
の
訪
問
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

教
育
政
策
課
教
育
政
策
担
当

☎（
５
８
０
）１
９
０
２

新
教
育
委
員
を
任
命▲山口委員▲關委員

教育委員一覧

氏名 任命年月日 満了年月日

髙野英機

山口典子（再任）

藤河久美

佐藤友恵

關知子（新任）

令和元年６月26日

令和２年10月１日

令和５年６月26日

令和５年６月26日

令和６年10月１日

令和９年６月25日

令和10年９月30日

令和９年６月25日

令和９年６月25日

令和10年９月30日

　
地
域
防
災
の
担
い
手
と
な
る
人
材
を
育

成
し
ま
す
。

●
日
時

①
令
和
７
年
２
月
８
日
㈯
　
午
前
８

時
45
分
〜
午
後
４
時
半

②
令
和
７
年
２
月
９
日
㈰
　
午
前
９

時
〜
午
後
６
時

※
①・②
ど
ち
ら
も
参
加
が
必
要

※
②
の
最
後
に
防
災
士
資
格
取
得
試
験

あ
り

※
受
講
日
ま
で
に
救
命
講
習
の
受
講
お
よ

び
防
災
士
教
本
に
よ
る
自
主
学
習
の
履

修
確
認
レ
ポ
ー
ト
の
提
出
が
必
要

●
会
場
　
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

多
目
的
室

●
対
象
者
　
市
内
在
住
ま
た
は
市
内
勤
務

で
、
自
主
防
災
組
織
の
活
動
に
参
加

す
る
意
思
の
あ
る
人

※
資
格
取
得
後
は
、
大
野
城
市
防
災
士
連

絡
協
議
会
に
入
会
が
必
要

●
受
講
料
　
無
料

●
定
員
10
人
程
度
（
先
着
順
）

●
申
込
方
法
　
◇
窓
口
◇
郵
送
◇
メ
ー
ル

※
申
込
書
は
申
込
先
で
配
布
、
ま
た
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

●
申
込
期
間
10
月
15
日
㈫
〜
31
日
㈭

●
申
し
込
み
と
問
い
合
わ
せ
先

危
機
管
理
課
消
防
・
防
災
担
当

☎（
５
８
０
）１
８
９
９

kikikanri@
city.onojo.fukuoka.jp

防
災
士
養
成
講
座
受
講
生
募
集

　
例
年
10
月
頃
に
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
た
人
全
員
に
、
前
年
の
８
月
か
ら
そ

の
年
の
７
月
ま
で
の
１
年
間
に
利
用
し
た

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
費
用
な
ど
を
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度
か
ら
希
望
す

る
人
の
み
へ
の
送
付
に
変
更
し
ま
す
。

　
送
付
を
希
望
す
る
人
は
、
介
護
支
援
課

ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

介
護
支
援
課
事
業
所
指
定
指
導
担
当

☎（
５
８
０
）１
９
１
６

介
護
・
総
合
事
業
給
付
費
通
知
書
の

発
送
方
法
を
変
更
し
ま
す

風しんとは
　発熱や発疹を主な症状とし、感染者の咳やくしゃ
み、会話で飛び散るしぶき（飛まつ）を吸い込んで
感染する、感染力が強い疾患です。小児は発熱、発疹、
首や耳の後ろのリンパ節が腫れて、数日で治ります。
まれに高熱や肺炎になって入院することがありま
す。成人は高熱・発熱の長期化・関節痛など重症化
の可能性があります。

　あなたがきっかけで、妊娠初期（20週以前）の女性が風しんに感染すると赤ちゃんが障がいをもって生まれ
る可能性があります。

先天性風しん症候群とは
　妊娠初期（20週以前）に風しんに感染すると、
赤ちゃんが先天性心疾患・白内障・難聴を特徴とす
る先天性風しん症候群をもって生まれてくる可能性
があります。

風しんの予防接種を受けていない世代があります
昭和37年４月２日～昭和54年４月１日生まれの男

性。この世代の男性は過去に公的な予防接種が行われ
てこなかったために、他の年代よりも抗体保有率が低
く、風しんに感染するリスクが高くなっています。

クーポン券の使用期限が迫っています！
　昭和37年４月２日～昭和54年４月１日生まれの
男性のうち未受検の人には、令和６年６月上旬に
クーポン券を送付しています。風しんから自分自身
と周りの人を守るために、まずは抗体検査を受けま
しょう。（クーポン券の使用期限は、原則として令
和７年２月28日までです。）

ストップ風しん
風しんは予防接種で防ぐことができます

●問い合わせ先　健康課感染症対策担当　☎（501)2222

無料抗体検査・予防接種の詳しい情報は、　
厚生労働省のホームページを確認してください。
実施医療機関も掲載されています。

●接種までの流れ

心臓心臓

脾臓脾臓肝臓肝臓

・白内障
・網膜症
・緑内障　など

・動脈管開存症
　　　　　など

・難聴

先天性風しん症候群の赤ちゃんが
生まれてくる可能性が高くなる

抗体検査　（クーポン券を使用すると抗体検査は無料になります。）
市の特定健診や職場の健診もしくは指定医療機関で受けられます。

抗体なし ・風しんへの抵抗力がありません。
・風しんにかかるリスクがあります。 抗体あり ・風しんへの抗体力があります。

予防接種を受けましょう ※原則無料です。　

厚生労働省
ホームページ

あなたが風しんに 風しん拡散 妊婦さん感染

赤ちゃんが
障がいをもって
生まれる可能性が
あります

あなたが
苦しいだけでなく

市ホームページ
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重
複
服
薬
を
見
直
し
ま
し
ょ
う

●
重
複
服
薬
と
は

　
複
数
の
医
療
機
関
で
診
察
を
受
け
、
そ

れ
ぞ
れ
の
医
療
機
関
で
同
じ
効
能
の
薬
が

処
方
さ
れ
て
服
用
す
る
こ
と
で
す
。

●
重
複
服
薬
す
る
と
ど
う
な
る
の

薬
が
効
き
す
ぎ
て
身
体
へ
の
負
担
が

大
き
く
な
る
な
ど
の
副
作
用
が
生
じ
た

り
、
医
療
費
の
負
担
が
大
き
く
な
っ
た
り

し
ま
す
。

●
重
複
服
薬
を
防
ぐ
た
め
に

お
薬
手
帳
を
受
診
時
に
提
示
し
活
用

し
ま
し
ょ
う
。
お
薬
手
帳
の
内
容
を
も

と
に
、
医
師
や
薬
剤
師
が
重
複
服
薬
や

副
作
用
が
起
き
な
い
か
な
ど
を
チ
ェ
ッ

ク
し
ま
す
。

　
お
薬
手
帳
は
病
院
や
薬
局
ご
と
に
使
い

分
け
る
の
で
は
な
く
、
１
人
１
冊
に
ま
と

め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
お
薬
手
帳
が
複

数
あ
る
と
情
報
が
分
散
し
て
し
ま
い
、
医

師
や
薬
剤
師
が
正
確
に
判
断
す
る
こ
と
が

難
し
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
か
か
り
つ
け
医
を
持
つ
と
安
心

で
す
。
か
か
り
つ
け
医
は
、
日
頃
の
健
康

状
態
や
病
歴
を
把
握
で
き
る
た
め
最
適
な

判
断
を
行
え
ま
す
。
病
気
の
と
き
は
、
最

初
に
か
か
り
つ
け
医
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

●
薬
の
こ
と
で
気
に
な
っ
た
ら

　
薬
の
副
作
用
や
服
用
し
て
い
る
量
、
重

複
服
薬
な
ど
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
場
合

は
、医
師
や
薬
剤
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

●
飲
み
忘
れ
た
薬
が
あ
っ
た
ら

　
お
薬
手
帳
と
一
緒
に
薬
局
へ
持
っ
て

い
っ
て
く
だ
さ
い
。
薬
剤
師
が
薬
を
確
認

し
、
処
方
さ
れ
た
薬
と
調
整
で
き
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
調
整
し
て
処
方
さ
れ
た
薬

が
減
る
と
薬
代
も
少
な
く
な
り
ま
す
。

リ
フ
ィ
ル
処
方
せ
ん
を
知
っ
て
い
ま
す
か

●
リ
フ
ィ
ル
処
方
せ
ん
と
は

　
症
状
が
安
定
し
て
い
る
人
に
つ
い
て
、

医
師
の
処
方
に
よ
り
、
医
師
と
薬
剤
師
の

適
切
な
連
携
の
も
と
で
、
一
定
期
間
内
に

最
大
３
回
ま
で
繰
り
返
し
利
用
で
き
る
処

方
せ
ん
の
こ
と
で
す
。

●
対
象

　
症
状
が
安
定
し
て
い
る
と
医
師
が
認
め

た
人
。
希
望
す
る
人
は
、
か
か
り
つ
け
医

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
利
用
す
る
メ
リ
ッ
ト

　
リ
フ
ィ
ル
処
方
せ
ん
を
利
用
す
る
と
、

２
回
目
、
３
回
目
は
、
医
師
の
診
察
を
受

け
ず
に
薬
局
で
薬
を
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
医
療
機
関
を
受
診
す
る
回
数
が

少
な
く
な
り
、
通
院
負
担
の
軽
減
や
医
療

費
の
節
約
に
も
な
り
ま
す
。

●
利
用
上
の
注
意

投
薬
量
に
限
度
が
定
め
ら
れ
て
い
る

医
薬
品
や
湿
布
薬
は
、
リ
フ
ィ
ル
処
方

せ
ん
が
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
リ
フ
ィ
ル

処
方
せ
ん
を
受
け
取
っ
て
い
て
も
、
気

に
な
る
症
状
や
体
調
の
変
化
が
あ
る
場

合
は
、
か
か
り
つ
け
医
や
薬
剤
師
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
先

国
保
年
金
課

☎（
５
８
０
）１
９
５
２

薬
と
健
康
の
週
間
10
月
17
日
〜
23
日

13
項
目
の
迷
惑
行
為
防
止
の
た
め
に
、

大
野
城
市
迷
惑
行
為
防
止
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
令
和
５
年

度
に
重
点
的
に
取
り
組
ん
だ
４
項
目
を
中

心
に
ま
と
め
ま
し
た
。
結
果
は
今
後
の
取

り
組
み
に
反
映
し
ま
す
。

迷
惑
行
為
を
減
ら
す
た
め
に
は
、
地
域

一
体
の
取
り
組
み
が
不
可
欠
で
す
。
協
力

し
住
み
や
す
い
ま
ち
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

◆
た
ば
こ
の
吸
殻
、
ご
み
、
空
き
缶
な
ど

を
み
だ
り
に
捨
て
る

◆
自
転
車
運
転
者
が
周
囲
に
危
険
を
及
ぼ

す
お
そ
れ
の
あ
る
運
転
を
す
る

◆
ご
み
の
持
ち
出
し
に
つ
い
て
定
め
ら
れ

て
い
る
事
項
に
従
わ
ず
に
こ
れ
を
排
出

す
る

◆
飼
い
主
の
い
な
い
動
物
に
無
責
任
に
餌

を
与
え
る

●
閲
覧
場
所
◇
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
◇
行
政

資
料
室
（
市
役
所
新
館
３
階
）

●
問
い
合
わ
せ
先

循
環
型
社
会
推
進
課
生
活
環
境
・
最

終
処
分
場
担
当☎（

５
８
０
）１
８
8
７

大
野
城
市
迷
惑
行
為
防
止

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

年
次
報
告
書
が
で
き
ま
し
た

　
小
児
・Ａ
Ｙ
Ａ（
小
児
・
思
春
期
・
若

年
成
人
）
世
代
の
が
ん
患
者
が
、
住
み
慣

れ
た
自
宅
で
安
心
し
て
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
在
宅

サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
費
用
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

●
対
象
者
次
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
人

◇
市
内
に
住
所
を
有
す
る
40
歳
未
満

◇
が
ん
患
者
（
介
護
保
険
に
お
け
る
特

定
疾
病
と
し
て
の
が
ん
の
定
義
お
よ

び
診
断
基
準
に
当
て
は
ま
る
）

◇
在
宅
で
の
療
養
に
お
い
て
、
生
活
支

援
ま
た
は
介
護
が
必
要

◇
他
の
事
業
で
、
同
様
の
助
成
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
な
い

●
対
象
と
な
る
サ
ー
ビ
ス
◇
訪
問
介
護

◇
訪
問
入
浴
介
護
◇
福
祉
用
具
の
貸

与
・
購
入
（
車
い
す
・
特
殊
寝
台
・

床
ず
れ
防
止
用
具
・
腰
掛
便
座
・
入

浴
補
助
用
具
　
な
ど
）

●
助
成
金
額
サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
費
用

（
１
カ
月
当
た
り
上
限
６
万
円
）
の

９
割
に
相
当
す
る
額

※
６
万
円
を
超
え
た
部
分
は
自
費
と
な
り

ま
す
。

●
利
用
方
法

①
申
請
書
と
主
治
医
の
意
見
書
を
健
康

課
に
提
出

②
利
用
決
定
後
に
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
、

そ
の
領
収
書
を
添
え
て
、
助
成
金
を

請
求

※
申
請
書
は
、
申
請
先
で
配
布
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

●
申
請
と
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課
感
染
症
対
策
担
当
（
す
こ
や

か
交
流
プ
ラ
ザ
内
）

☎（
５
０
１
）２
２
２
２

小
児
・Ａ
Ｙ
Ａ
世
代
が
ん
患
者
の

在
宅
療
養
を
支
援
し
ま
す

あ

や

　フレイルとは、栄養不足・運動不足・社会性が
低下した状態のことです。口の働きが弱ると、全
身の健康に影響し、フレイルを進行させることに
つながります。
　口と歯の健康を保ち、元気に過ごすためのポイ
ントを、歯科衛生士が話します。

●日時 11月15日㈮　午前10時～11時半
●会場　南コミュニティセンター
●内容　口と歯の機能を低下させないための口
腔ケアに関する講話

●定員 24人（申込多数の場合は新規優先のう
え抽選）

●申込方法　◇電話◇窓口◇はがき（「健康栄養
教室申し込み」・住所・氏名（ふりがな）・
電話番号を記入）

●申込期限 11月8日㈮（必着）
●申し込みと問い合わせ先
健康課健康長寿担当〔〒816‐0932　瓦田４-
２-１　すこやか交流プラザ内〕

☎（501)2222

健康栄養教室　フレイル予防・改善編
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重
複
服
薬
を
見
直
し
ま
し
ょ
う

●
重
複
服
薬
と
は

　
複
数
の
医
療
機
関
で
診
察
を
受
け
、
そ

れ
ぞ
れ
の
医
療
機
関
で
同
じ
効
能
の
薬
が

処
方
さ
れ
て
服
用
す
る
こ
と
で
す
。

●
重
複
服
薬
す
る
と
ど
う
な
る
の

薬
が
効
き
す
ぎ
て
身
体
へ
の
負
担
が

大
き
く
な
る
な
ど
の
副
作
用
が
生
じ
た

り
、
医
療
費
の
負
担
が
大
き
く
な
っ
た
り

し
ま
す
。

●
重
複
服
薬
を
防
ぐ
た
め
に

お
薬
手
帳
を
受
診
時
に
提
示
し
活
用

し
ま
し
ょ
う
。
お
薬
手
帳
の
内
容
を
も

と
に
、
医
師
や
薬
剤
師
が
重
複
服
薬
や

副
作
用
が
起
き
な
い
か
な
ど
を
チ
ェ
ッ

ク
し
ま
す
。

　
お
薬
手
帳
は
病
院
や
薬
局
ご
と
に
使
い

分
け
る
の
で
は
な
く
、
１
人
１
冊
に
ま
と

め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
お
薬
手
帳
が
複

数
あ
る
と
情
報
が
分
散
し
て
し
ま
い
、
医

師
や
薬
剤
師
が
正
確
に
判
断
す
る
こ
と
が

難
し
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
か
か
り
つ
け
医
を
持
つ
と
安
心

で
す
。
か
か
り
つ
け
医
は
、
日
頃
の
健
康

状
態
や
病
歴
を
把
握
で
き
る
た
め
最
適
な

判
断
を
行
え
ま
す
。
病
気
の
と
き
は
、
最

初
に
か
か
り
つ
け
医
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

●
薬
の
こ
と
で
気
に
な
っ
た
ら

　
薬
の
副
作
用
や
服
用
し
て
い
る
量
、
重

複
服
薬
な
ど
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
場
合

は
、医
師
や
薬
剤
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

●
飲
み
忘
れ
た
薬
が
あ
っ
た
ら

　
お
薬
手
帳
と
一
緒
に
薬
局
へ
持
っ
て

い
っ
て
く
だ
さ
い
。
薬
剤
師
が
薬
を
確
認

し
、
処
方
さ
れ
た
薬
と
調
整
で
き
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
調
整
し
て
処
方
さ
れ
た
薬

が
減
る
と
薬
代
も
少
な
く
な
り
ま
す
。

リ
フ
ィ
ル
処
方
せ
ん
を
知
っ
て
い
ま
す
か

●
リ
フ
ィ
ル
処
方
せ
ん
と
は

　
症
状
が
安
定
し
て
い
る
人
に
つ
い
て
、

医
師
の
処
方
に
よ
り
、
医
師
と
薬
剤
師
の

適
切
な
連
携
の
も
と
で
、
一
定
期
間
内
に

最
大
３
回
ま
で
繰
り
返
し
利
用
で
き
る
処

方
せ
ん
の
こ
と
で
す
。

●
対
象

　
症
状
が
安
定
し
て
い
る
と
医
師
が
認
め

た
人
。
希
望
す
る
人
は
、
か
か
り
つ
け
医

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
利
用
す
る
メ
リ
ッ
ト

　
リ
フ
ィ
ル
処
方
せ
ん
を
利
用
す
る
と
、

２
回
目
、
３
回
目
は
、
医
師
の
診
察
を
受

け
ず
に
薬
局
で
薬
を
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
医
療
機
関
を
受
診
す
る
回
数
が

少
な
く
な
り
、
通
院
負
担
の
軽
減
や
医
療

費
の
節
約
に
も
な
り
ま
す
。

●
利
用
上
の
注
意

投
薬
量
に
限
度
が
定
め
ら
れ
て
い
る

医
薬
品
や
湿
布
薬
は
、
リ
フ
ィ
ル
処
方

せ
ん
が
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
リ
フ
ィ
ル

処
方
せ
ん
を
受
け
取
っ
て
い
て
も
、
気

に
な
る
症
状
や
体
調
の
変
化
が
あ
る
場

合
は
、
か
か
り
つ
け
医
や
薬
剤
師
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
先

国
保
年
金
課

☎（
５
８
０
）１
９
５
２

薬
と
健
康
の
週
間
10
月
17
日
〜
23
日

13
項
目
の
迷
惑
行
為
防
止
の
た
め
に
、

大
野
城
市
迷
惑
行
為
防
止
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
令
和
５
年

度
に
重
点
的
に
取
り
組
ん
だ
４
項
目
を
中

心
に
ま
と
め
ま
し
た
。
結
果
は
今
後
の
取

り
組
み
に
反
映
し
ま
す
。

迷
惑
行
為
を
減
ら
す
た
め
に
は
、
地
域

一
体
の
取
り
組
み
が
不
可
欠
で
す
。
協
力

し
住
み
や
す
い
ま
ち
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

◆
た
ば
こ
の
吸
殻
、
ご
み
、
空
き
缶
な
ど

を
み
だ
り
に
捨
て
る

◆
自
転
車
運
転
者
が
周
囲
に
危
険
を
及
ぼ

す
お
そ
れ
の
あ
る
運
転
を
す
る

◆
ご
み
の
持
ち
出
し
に
つ
い
て
定
め
ら
れ

て
い
る
事
項
に
従
わ
ず
に
こ
れ
を
排
出

す
る

◆
飼
い
主
の
い
な
い
動
物
に
無
責
任
に
餌

を
与
え
る

●
閲
覧
場
所
◇
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
◇
行
政

資
料
室
（
市
役
所
新
館
３
階
）

●
問
い
合
わ
せ
先

循
環
型
社
会
推
進
課
生
活
環
境
・
最

終
処
分
場
担
当☎（

５
８
０
）１
８
8
７

大
野
城
市
迷
惑
行
為
防
止

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

年
次
報
告
書
が
で
き
ま
し
た

　
小
児
・Ａ
Ｙ
Ａ（
小
児
・
思
春
期
・
若

年
成
人
）
世
代
の
が
ん
患
者
が
、
住
み
慣

れ
た
自
宅
で
安
心
し
て
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
在
宅

サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
費
用
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

●
対
象
者
次
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
人

◇
市
内
に
住
所
を
有
す
る
40
歳
未
満

◇
が
ん
患
者
（
介
護
保
険
に
お
け
る
特

定
疾
病
と
し
て
の
が
ん
の
定
義
お
よ

び
診
断
基
準
に
当
て
は
ま
る
）

◇
在
宅
で
の
療
養
に
お
い
て
、
生
活
支

援
ま
た
は
介
護
が
必
要

◇
他
の
事
業
で
、
同
様
の
助
成
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
な
い

●
対
象
と
な
る
サ
ー
ビ
ス
◇
訪
問
介
護

◇
訪
問
入
浴
介
護
◇
福
祉
用
具
の
貸

与
・
購
入
（
車
い
す
・
特
殊
寝
台
・

床
ず
れ
防
止
用
具
・
腰
掛
便
座
・
入

浴
補
助
用
具
　
な
ど
）

●
助
成
金
額
サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
費
用

（
１
カ
月
当
た
り
上
限
６
万
円
）
の

９
割
に
相
当
す
る
額

※
６
万
円
を
超
え
た
部
分
は
自
費
と
な
り

ま
す
。

●
利
用
方
法

①
申
請
書
と
主
治
医
の
意
見
書
を
健
康

課
に
提
出

②
利
用
決
定
後
に
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
、

そ
の
領
収
書
を
添
え
て
、
助
成
金
を

請
求

※
申
請
書
は
、
申
請
先
で
配
布
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

●
申
請
と
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課
感
染
症
対
策
担
当
（
す
こ
や

か
交
流
プ
ラ
ザ
内
）

☎（
５
０
１
）２
２
２
２

小
児
・Ａ
Ｙ
Ａ
世
代
が
ん
患
者
の

在
宅
療
養
を
支
援
し
ま
す

あ

や

　フレイルとは、栄養不足・運動不足・社会性が
低下した状態のことです。口の働きが弱ると、全
身の健康に影響し、フレイルを進行させることに
つながります。
　口と歯の健康を保ち、元気に過ごすためのポイ
ントを、歯科衛生士が話します。

●日時 11月15日㈮　午前10時～11時半
●会場　南コミュニティセンター
●内容　口と歯の機能を低下させないための口
腔ケアに関する講話

●定員 24人（申込多数の場合は新規優先のう
え抽選）

●申込方法　◇電話◇窓口◇はがき（「健康栄養
教室申し込み」・住所・氏名（ふりがな）・
電話番号を記入）

●申込期限 11月8日㈮（必着）
●申し込みと問い合わせ先
健康課健康長寿担当〔〒816‐0932　瓦田４-
２-１　すこやか交流プラザ内〕

☎（501)2222

健康栄養教室　フレイル予防・改善編
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水
道
事
業
は
、
市
民
税
な
ど
の
税
金
で

は
な
く
、
皆
様
が
納
め
た
水
道
料
金
で
費

用
を
ま
か
な
う
「
独
立
採
算
制
」
に
よ
り

経
営
し
て
い
ま
す
。

　
水
道
料
金
は
、
料
金
負
担
の
公
平
性
を

保
つ
た
め
に
、
水
道
を
使
う
全
て
の
皆
さ

ん
に
、
使
っ
た
水
量
に
応
じ
て
負
担
し
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
期
限
内
に
納
付
が
な

い
と
、
安
全
で
良
質
な
水
を
届
け
る
た
め

に
不
可
欠
な
施
設
整
備
な
ど
に
充
て
る
財

源
の
不
足
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
期
限
内

納
付
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

口
座
振
替
が
便
利
で
す

　
口
座
振
替
は
、
窓
口
へ
行
か
ず
に
支
払

い
が
で
き
、
支
払
い
忘
れ
も
な
く
大
変
便

利
で
す
。
左
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
申
し

込
み
で
き
ま
す
。

引
っ
越
し
を
す
る
と
き
は

水
道
使
用
中
止
の
手
続
き
を
忘
れ
ず
に

　
引
っ
越
し
の
と
き
は
、
水
道
を
使
用
し

て
い
た
住
所
で
使
用
中
止
の
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　
手
続
き
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ま
た
は

電
話
で
で
き
ま
す
。
使
用
中
止
ま
で
５
日

未
満
の
場
合
は
、
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
電

話
し
て
く
だ
さ
い
。

　
転
出
の
際
、
水
道
料
金
は
全
額
納
付
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

料
金
施
設
課
料
金
担
当

☎（
５
８
０
）１
９
2
３

水
道
料
金
の
期
限
内
納
付
に
協
力
をインターネットでの

使用中止手続きは
こちらから

　水道メーターは８年に一度取り替える必要が
あり、有効期限が近づいているメーターの取り
替えを地区ごとに行っています。
◆取替対象には、はがきで通知します。
◆はがきは、取り替えが始まる１週間前までに
郵送します。

◆取り替え作業中は15分程度水が止まります。作業
が終わるまでの間、蛇口は全て閉めてください。

●問い合わせ先
料金施設課給排水設備担当　☎（580)1928

協力をお願いします
水道メーターの取り替え
期間 11月５日㈫～29日㈮

今回の対象地区 委託業者
㈲西南空調

☎(504)0819
◇白木原１～２丁目
◇東大利
◇若草◇畑ケ坂◇横峰
◇南ケ丘４～７丁目
◇旭ケ丘◇宮野台

◇乙金◇御笠川◇仲畑
◇栄町◇瑞穂町

㈱山本配管工業所
☎(581)2136

㈲木本設備工業
☎(513)3688

　公民館の古紙等回収倉庫および回収箱は家庭
からの排出を対象に設置しており、事業所から
出る古紙・段ボール・乾電池・蛍光管などを持
ち込むことはできません。
　事業者の持ち込みには、法律により懲役もし
くは罰金またはこの両罰が科せられます。

●問い合わせ先
循環型社会推進課生活環境・最終処分場担当

☎（580)1889

公民館の回収箱などには
事業所からの持ち込みは

できません

大
野
城
心
の
ふ
る
さ
と
館
の
お
す
す
め
⑩
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あ
け
て
み
よ
う
！

須恵器　大甕

す
。
食
事
の
時
に
使
う
杯
や
皿
、
水
や
酒

と
い
っ
た
液
体
を
入
れ
る
た
め
の
甕
や
壺

が
あ
り
、
日
常
生
活
や
酒
造
り
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
場
面
で
活
躍
し
ま
し
た
。ま
た
、

税
と
し
て
も
都
へ
納
め
ら
れ
て
お
り
、
文

字
ど
お
り
大
野
城
市
の
特
産
品
で
し
た
。

心
の
ふ
る
さ
と
館
で
は
、
そ
ん
な
須
恵
器

を
主
役
と
し
た
特
別
展
「
土
器
土
器
！
す
て

き
な
須
恵
器
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」
を
開
催
し

ま
す
。
牛
頸
須
恵
器
窯
跡
で
焼
か
れ
た
須
恵

器
を
中
心
に
、
韓
国
の
国
立
公
州
大
学
校
歴

史
博
物
館
の
協
力
を
得
て
、
百
済
の
土
器
や

瓦
も
展
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
須
恵
器
の

魅
力
を
遊
び
な
が
ら
体
験
で
き
る
日
本
初
の

デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
も
あ
り
、
土
器
土
器

す
る
こ
と
間
違
い
な
し
で
す
。
こ
の
秋
、
す

て
き
な
須
恵
器
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
へ
迷
い
込

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

●
会
期
10
月
12
日
㈯
〜
12
月
１
日
㈰

●
問
い
合
わ
せ
先

心
の
ふ
る
さ
と
館
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

担
当
　
　   

☎（
５
５
８
）5
0
0
0

よ
う
こ
そ  

須
恵
器
の
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
へ
！

　
大
野
城
市
は
か
つ
て
焼
き
物
の
里
だ
っ

た
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

さ
か
の
ぼ
る
こ
と
1
4
0
0
年
前
、
大

野
城
市
の
南
に
広
が
る
山
々
か
ら
は
白
い
煙

が
た
な
び
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
煙
を
た

ど
っ
て
い
く
と
、
大
粒
の
汗
を
流
し
な
が
ら

窯
に
薪
を
く
べ
る
人
た
ち
の
姿
が
見
え
て
き

ま
す
。
彼
ら
は
須
恵
器
と
い
う
焼
き
物
づ
く

り
を
生
業
と
す
る
職
人
た
ち
で
す
。

　
大
野
城
市
の
上
大
利
か
ら
牛
頸
に
か
け

て
は
、
職
人
た
ち
が
残
し
た
須
恵
器
の
窯

跡
が
多
数
見
つ
か
っ
て
お
り
、
牛
頸
須
恵

器
窯
跡
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
窯
跡
の
数

は
調
査
さ
れ
た
も
の
だ
け
で
3
0
0
基
、

山
中
に
眠
っ
て
い
る
も
の
も
含
め
る
と

5
0
0
基
も
の
窯
跡
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

お
り
、九
州
最
大
の
須
恵
器
生
産
地
で
す
。

古
墳
時
代
の
終
わ
り
か
ら
平
安
時
代
の
は

じ
め
に
か
け
て
の
約
3
0
0
年
間
、
須
恵

器
作
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
さ
て
、
須
恵
器
と
言
わ
れ
て
ど
ん
な
器

か
す
ぐ
に
思
い
浮
か
び
ま
す
か
？
灰
色
で

装
飾
も
少
な
く
、
ち
ょ
っ
と
地
味
な
見
た

目
で
は
あ
り
ま
す
が
、
1
0
0
0
℃
を
超

え
る
高
温
で
焼
か
れ
て
い
る
た
め
、
と
て

も
丈
夫
で
水
漏
れ
し
な
い
優
れ
も
の
で

水
道
の
使
用
水
量
が
い
つ
も
よ
り
多

い
、
使
用
し
て
い
な
い
と
き
に
も
水
洗
ト

イ
レ
の
水
が
出
る
、
家
の
周
り
で
い
つ
も

同
じ
場
所
が
湿
っ
て
い
る
な
ど
の
異
常
を

感
じ
た
ら
、
ま
ず
、
水
道
メ
ー
タ
ー
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。
水
道
の
蛇
口
を
全
部

閉
め
た
状
態
で
パ
イ
ロ
ッ
ト
（
銀
色
の
円

形
の
も
の
）
が
回
っ
て
い
れ
ば
、
漏
水
の

疑
い
が
あ
り
ま
す
。

　
漏
水
は
、
水
道
料
金
の
請
求
額
が
増
え

た
り
、
建
物
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
た
り
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
大
野
城
市
指

定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
へ
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

※
二
次
元
コ
ー
ド
が
読
み
込
め
な
い
場
合

は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
修
理
費
や
見
積
な
ど
の
費
用
は
、
原
則

自
己
負
担
で
す
。

※
借
家
の
場
合
は
、
家
主
や
管
理
会
社
な

ど
に
連
絡
し
て
対
応
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

料
金
施
設
課
給
排
水
設
備
担
当

☎（
５
８
０
）１
９
２
８

漏
水
の
早
期
発
見
の
た
め
に

◇
メ
ー
タ
ー
の
上
に
物
を
置
か
な
い

◇
犬
な
ど
の
ペ
ッ
ト
は
、
こ
の
期
間
は

メ
ー
タ
ー
か
ら
離
れ
た
場
所
に
つ
な
ぐ

◇「
検
針
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
」
の
お
知
ら
せ

が
投
函
さ
れ
て
い
た
ら
、
メ
ー
タ
ー
の
指

針
を
確
認
し
指
定
の
連
絡
先
へ
連
絡
す
る

※
寒
波
対
策
で
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内

に
保
温
材
な
ど
を
入
れ
て
い
る
場
合

は
、
取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。

井
戸
水
を
使
用
し
て
い
る
人
へ

　
井
戸
水
使
用
の
開
始
・
廃
止
や
、
使
用

人
数
の
変
更
は
、
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

料
金
施
設
課
料
金
担
当

☎（
５
８
０
）１
９
２
３

大野城市
指定給水装置
工事事業者一覧

水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
に
協
力
を

10
月
20
日
㈰
〜
26
日
㈯
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水
道
事
業
は
、
市
民
税
な
ど
の
税
金
で

は
な
く
、
皆
様
が
納
め
た
水
道
料
金
で
費

用
を
ま
か
な
う
「
独
立
採
算
制
」
に
よ
り

経
営
し
て
い
ま
す
。

　
水
道
料
金
は
、
料
金
負
担
の
公
平
性
を

保
つ
た
め
に
、
水
道
を
使
う
全
て
の
皆
さ

ん
に
、
使
っ
た
水
量
に
応
じ
て
負
担
し
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
期
限
内
に
納
付
が
な

い
と
、
安
全
で
良
質
な
水
を
届
け
る
た
め

に
不
可
欠
な
施
設
整
備
な
ど
に
充
て
る
財

源
の
不
足
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
期
限
内

納
付
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

口
座
振
替
が
便
利
で
す

　
口
座
振
替
は
、
窓
口
へ
行
か
ず
に
支
払

い
が
で
き
、
支
払
い
忘
れ
も
な
く
大
変
便

利
で
す
。
左
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
申
し

込
み
で
き
ま
す
。

引
っ
越
し
を
す
る
と
き
は

水
道
使
用
中
止
の
手
続
き
を
忘
れ
ず
に

　
引
っ
越
し
の
と
き
は
、
水
道
を
使
用
し

て
い
た
住
所
で
使
用
中
止
の
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　
手
続
き
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ま
た
は

電
話
で
で
き
ま
す
。
使
用
中
止
ま
で
５
日

未
満
の
場
合
は
、
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
電

話
し
て
く
だ
さ
い
。

　
転
出
の
際
、
水
道
料
金
は
全
額
納
付
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

料
金
施
設
課
料
金
担
当

☎（
５
８
０
）１
９
2
３

水
道
料
金
の
期
限
内
納
付
に
協
力
をインターネットでの

使用中止手続きは
こちらから

　水道メーターは８年に一度取り替える必要が
あり、有効期限が近づいているメーターの取り
替えを地区ごとに行っています。
◆取替対象には、はがきで通知します。
◆はがきは、取り替えが始まる１週間前までに
郵送します。
◆取り替え作業中は15分程度水が止まります。作業
が終わるまでの間、蛇口は全て閉めてください。

●問い合わせ先
料金施設課給排水設備担当　☎（580)1928

協力をお願いします
水道メーターの取り替え
期間 11月５日㈫～29日㈮

今回の対象地区 委託業者
㈲西南空調

☎(504)0819
◇白木原１～２丁目
◇東大利
◇若草◇畑ケ坂◇横峰
◇南ケ丘４～７丁目
◇旭ケ丘◇宮野台

◇乙金◇御笠川◇仲畑
◇栄町◇瑞穂町

㈱山本配管工業所
☎(581)2136

㈲木本設備工業
☎(513)3688

　公民館の古紙等回収倉庫および回収箱は家庭
からの排出を対象に設置しており、事業所から
出る古紙・段ボール・乾電池・蛍光管などを持
ち込むことはできません。
　事業者の持ち込みには、法律により懲役もし
くは罰金またはこの両罰が科せられます。

●問い合わせ先
循環型社会推進課生活環境・最終処分場担当

☎（580)1889

公民館の回収箱などには
事業所からの持ち込みは

できません

大
野
城
心
の
ふ
る
さ
と
館
の
お
す
す
め
⑩

181

あ
け
て
み
よ
う
！

須恵器　大甕

す
。
食
事
の
時
に
使
う
杯
や
皿
、
水
や
酒

と
い
っ
た
液
体
を
入
れ
る
た
め
の
甕
や
壺

が
あ
り
、
日
常
生
活
や
酒
造
り
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
場
面
で
活
躍
し
ま
し
た
。ま
た
、

税
と
し
て
も
都
へ
納
め
ら
れ
て
お
り
、
文

字
ど
お
り
大
野
城
市
の
特
産
品
で
し
た
。

心
の
ふ
る
さ
と
館
で
は
、
そ
ん
な
須
恵
器

を
主
役
と
し
た
特
別
展
「
土
器
土
器
！
す
て

き
な
須
恵
器
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」
を
開
催
し

ま
す
。
牛
頸
須
恵
器
窯
跡
で
焼
か
れ
た
須
恵

器
を
中
心
に
、
韓
国
の
国
立
公
州
大
学
校
歴

史
博
物
館
の
協
力
を
得
て
、
百
済
の
土
器
や

瓦
も
展
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
須
恵
器
の

魅
力
を
遊
び
な
が
ら
体
験
で
き
る
日
本
初
の

デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
も
あ
り
、
土
器
土
器

す
る
こ
と
間
違
い
な
し
で
す
。
こ
の
秋
、
す

て
き
な
須
恵
器
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
へ
迷
い
込

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

●
会
期
10
月
12
日
㈯
〜
12
月
１
日
㈰

●
問
い
合
わ
せ
先

心
の
ふ
る
さ
と
館
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

担
当
　
　   

☎（
５
５
８
）5
0
0
0

よ
う
こ
そ  

須
恵
器
の
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
へ
！

　
大
野
城
市
は
か
つ
て
焼
き
物
の
里
だ
っ

た
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

さ
か
の
ぼ
る
こ
と
1
4
0
0
年
前
、
大

野
城
市
の
南
に
広
が
る
山
々
か
ら
は
白
い
煙

が
た
な
び
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
煙
を
た

ど
っ
て
い
く
と
、
大
粒
の
汗
を
流
し
な
が
ら

窯
に
薪
を
く
べ
る
人
た
ち
の
姿
が
見
え
て
き

ま
す
。
彼
ら
は
須
恵
器
と
い
う
焼
き
物
づ
く

り
を
生
業
と
す
る
職
人
た
ち
で
す
。

　
大
野
城
市
の
上
大
利
か
ら
牛
頸
に
か
け

て
は
、
職
人
た
ち
が
残
し
た
須
恵
器
の
窯

跡
が
多
数
見
つ
か
っ
て
お
り
、
牛
頸
須
恵

器
窯
跡
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
窯
跡
の
数

は
調
査
さ
れ
た
も
の
だ
け
で
3
0
0
基
、

山
中
に
眠
っ
て
い
る
も
の
も
含
め
る
と

5
0
0
基
も
の
窯
跡
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

お
り
、九
州
最
大
の
須
恵
器
生
産
地
で
す
。

古
墳
時
代
の
終
わ
り
か
ら
平
安
時
代
の
は

じ
め
に
か
け
て
の
約
3
0
0
年
間
、
須
恵

器
作
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
さ
て
、
須
恵
器
と
言
わ
れ
て
ど
ん
な
器

か
す
ぐ
に
思
い
浮
か
び
ま
す
か
？
灰
色
で

装
飾
も
少
な
く
、
ち
ょ
っ
と
地
味
な
見
た

目
で
は
あ
り
ま
す
が
、
1
0
0
0
℃
を
超

え
る
高
温
で
焼
か
れ
て
い
る
た
め
、
と
て

も
丈
夫
で
水
漏
れ
し
な
い
優
れ
も
の
で

水
道
の
使
用
水
量
が
い
つ
も
よ
り
多

い
、
使
用
し
て
い
な
い
と
き
に
も
水
洗
ト

イ
レ
の
水
が
出
る
、
家
の
周
り
で
い
つ
も

同
じ
場
所
が
湿
っ
て
い
る
な
ど
の
異
常
を

感
じ
た
ら
、
ま
ず
、
水
道
メ
ー
タ
ー
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。
水
道
の
蛇
口
を
全
部

閉
め
た
状
態
で
パ
イ
ロ
ッ
ト
（
銀
色
の
円

形
の
も
の
）
が
回
っ
て
い
れ
ば
、
漏
水
の

疑
い
が
あ
り
ま
す
。

　
漏
水
は
、
水
道
料
金
の
請
求
額
が
増
え

た
り
、
建
物
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
た
り
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
大
野
城
市
指

定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
へ
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

※
二
次
元
コ
ー
ド
が
読
み
込
め
な
い
場
合

は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
修
理
費
や
見
積
な
ど
の
費
用
は
、
原
則

自
己
負
担
で
す
。

※
借
家
の
場
合
は
、
家
主
や
管
理
会
社
な

ど
に
連
絡
し
て
対
応
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

料
金
施
設
課
給
排
水
設
備
担
当

☎（
５
８
０
）１
９
２
８

漏
水
の
早
期
発
見
の
た
め
に

◇
メ
ー
タ
ー
の
上
に
物
を
置
か
な
い

◇
犬
な
ど
の
ペ
ッ
ト
は
、
こ
の
期
間
は

メ
ー
タ
ー
か
ら
離
れ
た
場
所
に
つ
な
ぐ

◇「
検
針
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
」
の
お
知
ら
せ

が
投
函
さ
れ
て
い
た
ら
、
メ
ー
タ
ー
の
指

針
を
確
認
し
指
定
の
連
絡
先
へ
連
絡
す
る

※
寒
波
対
策
で
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内

に
保
温
材
な
ど
を
入
れ
て
い
る
場
合

は
、
取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。

井
戸
水
を
使
用
し
て
い
る
人
へ

　
井
戸
水
使
用
の
開
始
・
廃
止
や
、
使
用

人
数
の
変
更
は
、
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

料
金
施
設
課
料
金
担
当

☎（
５
８
０
）１
９
２
３

大野城市
指定給水装置
工事事業者一覧

水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
に
協
力
を

10
月
20
日
㈰
〜
26
日
㈯
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心のふるさと館〔〒816-0934　曙町３-８-３〕
●休館日　月曜日（祝日の場合は翌平日） ●開館時間　午前９時～午後７時

申し込みと
問い合わせ先

ここふるショップ実行委員会事務局
（心のふるさと館内）
☎（558)5000
　　 cfshop@city.onojo.fukuoka.jp
●営業時間　午前10時～午後６時
（ラストオーダー　午後５時半）

●店休日　月曜日（祝日の場合は翌平日）

心のふるさと館ミュージアム担当
☎（558)5000 　　（558)2207
cocofuru@city.onojo.fukuoka.jp

心のふるさと館文化財担当
（平日　午前８時半～午後５時）
☎（558)2209 　　（558)2219
furusato@city.onojo.fukuoka.jp

心のふるさと館文化財担当
（平日　午前８時半～午後５時）
☎（558)2206 　　（558)2219
furusato@city.onojo.fukuoka.jp

Ｍ２階講座学習室を開放しています 秋の読書週間
お気に入りの本とドリンクで
ちょっぴり優雅なひとときを…

1400年前、須恵器という土器を焼いた梅頭窯跡。
窯として使われた後はお墓として使われた珍しい遺跡
です。普段は入れない梅頭窯跡の覆屋に入って、窯の
大きさや古代人の技術を肌で感じてみませんか。
●日時 10月26日㈯　午前10時～正午
※雨天決行
●場所　三兼池公園内梅頭窯跡覆屋〔上大利〕
●内容　覆屋内の公開と解説

　Ｍ２階の講座学習室を勉強や仕事、読書などのス
ペースとして開放しています。誰でも無料で利用でき
ます。
※開放日時は、心のふるさと館ホームページおよびＳ
ＮＳで確認してください。

※毎日の開放は行っていないため注意してください。
●会場　心のふるさと館Ｍ２階　講座学習室

　期間中、まどかぴあ図書館の「貸出票」をここふる
ショップに提示すると、ドリンク単品が50円引きとな
ります（テイクアウト含む）。
●期間 10月22日㈫～11月10日㈰　
●対象となる貸出票　貸出日または返却期限のいずれ
かが実施期間に含まれるもの

※貸出票１枚につき、１回の割引です。
●会場　心のふるさと館１階　ここふるショップ

梅頭窯跡の覆屋内を公開します！
令和６年度秋季特別展関連イベント

おおいや

　日本遺産「古代日本の『西の都』」として認定され
た構成文化財をバスで巡ります。今回のテーマは「東
アジア交流の原点」です。
※動きやすく、服装・靴で参加してください。
●日時 11月23日（祝・土）　午後１時（集合　午後
０時50分）～５時

※少雨決行
●集合場所　心のふるさと館１階　ジョーホール
●内容　心のふるさと館（特別展「土器土器！すてき
な須恵器ワンダーランド」見学）・奴国の丘歴史
資料館・梅頭窯跡・善一田古墳群

※文化財担当職員や史跡解説ボランティアが案内します。
●定員 20人（申込多数の場合は抽選）
●申込方法　◇申込フォーム◇総合案内窓口◇郵便は
がき◇FAX（イベント名・氏名・年齢・住所・
電話番号を記入）

※チャイルドシート・ジュニアシートの着用が必要な
人は、事前に相談してください。

●申込期間 10月15日㈫～11月４日
（振・月）（必着）

　水城跡は、築造から1360年を迎える古代の防衛施
設です。現在、市では土塁の保護や景観整備のため、
樹木の伐採を進めています。
　これに関連して、樹木の伐採体験などを行う水城跡
KIKORI体験会を開催します。
●日時 10月27日㈰　午前10時～正午
※小雨決行。不明の場合は大野城市コールセンター（☎
（501)2211）に問い合わせてください。）

●場所　水城跡　下大利３丁目７番周辺（ＪＲ水城駅
東側）

※駐車場には限りがあります。できるだけ公共交通機
関を利用してください。
●内容
◇チェーンソーでの丸太切り体験（切った木材の持
ち帰り可）

◇ノコギリでの伐採体験
◇まどか弓的当て
◇水城青空講座
◇勾玉づくり体験　など

※樹木伐採で発生した木材を薪として持って帰ることが
できます。

●服装　動きやすく、汚れても良い服装・靴
※丸太切り体験、伐採体験を希望する場合は軍手を
持ってきてください。

※事前申込は不要です。当日会場で受け付けしてください。

日本遺産バス見学会

水城跡KIKORI体験

　サイエンスカフェとは、科学の面白さ、奥深さ、
生活との結びつきなどについて、誰でも気軽に学べ
る講座です。
　今回のテーマは、「黄砂」。中国の乾燥域から飛来
する「黄砂」は、春によく知られた風物詩である一方、
健康への影響が議論される厄介な大気汚染でもあり
ます。さて、「黄砂」はどのように発生し日本へとやっ

てくるのでしょうか。モンゴルの乾燥域の写真を交
えながら、地域の息吹とも言える「黄砂」について
皆さんと考えてみたいと思います。

●日時 11月22日㈮　午後７時～８時半
●会場　心のふるさと館１階　ジョーホール
●講師　弓本桂也さん（九州大学応用力学研究所　
教授）

●ファシリテーター　道端拓朗さん（九州大学応用力
学研究所准教授）

●定員 30人（申込多数の場合は抽選）
●申込方法　◇申込フォーム◇総合案
内窓口（氏名・住所・電話番号・メー
ルアドレスを記入）

●申込期限 11月10日㈰

九州大学筑紫地区地域連携推進チーム×大野城心のふるさと館　プレゼンツ
ここふるサイエンスカフェVol.12「黄砂～春の厄介な風物詩～」

申込フォーム

KIKORI体験会

駐車場

水城跡

申込フォーム
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小
学
校
か
ら
３
８
４
点
、
中
学
校
か
ら

21
点
、
計
４
０
５
点
の
応
募
が
あ
り
、
市

選
挙
管
理
委
員
会
に
よ
る
選
考
の
結
果
、

今
年
度
の
入
選
作
品
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
入
選
作
品
は
、
10
月
21
日
㈪
か
ら
11
月

１
日
㈮
ま
で
、
市
役
所
本
館
１
階
ホ
ー
ル

に
展
示
し
ま
す
。
ま
た
、
応
募
作
品
は
、

ま
ど
か
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
11
月
２
日
㈯
・

３
日
（
祝
・
日
））
で
、
ま
ど
か
ぴ
あ
３
階

に
展
示
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

中
学
生
の
部

●
委
員
長
賞

◇
川
﨑
千
尋
（
大
野
東
中
２
年
）

●
優
秀
賞

◇
西
島
美
咲
（
大
野
東
中
２
年
）

◇
髙
瀬
陽
向
（
大
利
中
２
年
）

小
学
生
の
部

●
委
員
長
賞

◇
加
藤
智
怜
（
大
城
小
６
年
）

●
優
秀
賞

◇
佐
野
榛
香（
大
野
南
小
６
年
）

◇
上
田
悠
花
（
月
の
浦
小
６
年
）

◇
及
川
陽
太
（
平
野
小
６
年
）

◇
古
瀬
悠
貴
（
御
笠
の
森
小
２
年
）

◇
楢
原
碧
莉（
大
城
小
６
年
）

◇
中
島
ひ
な
（
大
野
東
小
５
年
）

◇
尾
崎
こ
は
る
（
大
野
東
小
５
年
）

●
問
い
合
わ
せ
先

市
選
挙
管
理
委
員
会
（
総
務
管
理

課
内
）　

☎（
５
８
０
）１
９
５
７

令
和
６
年
度

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー

入
選
作
品
が
決
定

　
市
で
は
、Ｊ
‐ア
ラ
ー
ト（
全
国
瞬
時
警

報
シ
ス
テ
ム
）
に
よ
る
、
緊
急
地
震
速
報

を
運
用
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
福
岡
地
区
内
で
震
度
４
以
上

の
地
震
発
生
が
予
想
さ
れ
る
場
合
、
国
か

ら
の
緊
急
地
震
速
報
を
屋
外
の
61
カ
所
に

設
置
し
た
災
害
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
で
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
知
ら
せ
る
も
の
で
す
。

●
日
時
11
月
5
日
㈫
　
午
前
10
時
ご
ろ

●
内
容
　
消
防
庁
お
よ
び
気
象
庁
か
ら

の
訓
練
用
の
緊
急
地
震
速
報

※
気
象
・
地
震
活
動
の
状
況
な
ど
に
よ
り

放
送
を
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
放
送
内
容

（
チ
ャ
イ
ム
音
）

こ
ち
ら
は
、防
災
大
野
城
市
役
所
で
す
。

た
だ
今
か
ら
訓
練
放
送
を
行
い
ま
す
。

「（
緊
急
地
震
速
報
チ
ャ
イ
ム
音
）
緊
急

地
震
速
報
。
大
地
震
で
す
。
大
地
震

で
す
。
こ
れ
は
訓
練
放
送
で
す
。」

×
３
回

こ
ち
ら
は
、防
災
大
野
城
市
役
所
で
す
。

こ
れ
で
訓
練
放
送
を
終
わ
り
ま
す
。

（
チ
ャ
イ
ム
音
）

●
問
い
合
わ
せ
先

危
機
管
理
課

☎（
５
８
０
）１
９
６
６

訓
練
用
の
緊
急
地
震
速
報
を
放
送
し
ま
す

●
対
象
校
市
内
の
全
小
学
校

●
対
象
者
次
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
人

◇
小
学
１
〜
６
年
生

◇
保
護
者
ま
た
は
同
居
の
人
（
同
住
所

別
世
帯
を
含
む
）
が
勤
務
な
ど
に
よ

り
、
午
前
８
時
〜
午
後
５
時
の
間
に

４
時
間
以
上
保
育
に
あ
た
る
こ
と
が

で
き
な
い
日
が
月
12
日
（
日
曜
日
を

除
く
）
以
上
あ
る
。

※
延
長
、
土
曜
は
別
途
入
所
要
件
が
あ
り

ま
す
。

●
入
所
期
間
12
月
24
日
㈫
（
終
業
式
）

〜
１
月
８
日
㈬
（
始
業
式
）

※
日
曜
日
、
祝
日
、
12
月
30
日
㈪
〜
１
月

３
日
㈮
を
除
く

※
入
所
期
間
を
通
し
て
の
入
所
に
限
り

ま
す
。

●
利
用
時
間

◇
通
常
　
午
前
８
時
〜
午
後
５
時

◇
延
長
　
午
後
５
時
〜
７
時

※
12
月
24
日
㈫
・
１
月
８
日
㈬
は
、
授
業

終
了
後
か
ら
開
始
し
ま
す
。

※
延
長
は
、
通
常
利
用
の
申
込
者
の
み
利

用
で
き
ま
す
。

※
土
曜
日
は
、
延
長
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
申
込
方
法
入
所
申
込
書
（
申
込
先
で

配
布
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）
に
保
護
者
の
勤

務
証
明
書
な
ど
必
要
書
類
を
添
え
て

提
出

※
今
年
度
、
春
休
み
・
夏
休
み
な
ど
に
入

所
実
績
が
あ
る
人

は
、
申
込
専
用
Ｗ
Ｅ

Ｂ
フ
ォ
ー
ム
か
ら
申

し
込
み
で
き
ま
す
。

●
申
込
期
間
10
月
21
日
㈪
〜
11
月
11
日
㈪

※
申
込
期
間
を
過
ぎ
た
場
合
は
、
冬
休
み

の
入
所
が
で
き
ま
せ
ん
。

●
申
し
込
み
先

◇
教
育
振
興
課
共
育
推
進
担
当

◇
各
地
域
行
政
セ
ン
タ
ー
（
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
）

●
問
い
合
わ
せ
先

教
育
振
興
課
共
育
推
進
担
当

☎（
５
８
０
）１
９
１
１

ラ
ン
ド
セ
ル
ク
ラ
ブ
Ｇ
登
録

冬
休
み
の
み
の
入
所
者
募
集

申込フォーム

　赤ちゃんと一緒に、ふれあい遊び、読み聞かせな
どを楽しみませんか。子育てに役立つ講話、育児相談、
保護者同士の交流もあります。

●対象者　生後３～12カ月の子どもとその保護者
※きょうだいを連れての参加はできません。
●期日　◇南・東地区に住んでいる人　11月11日㈪

◇北地区に住んでいる人　11月18日㈪
◇中央地区に住んでいる人　11月25日㈪

●時間　午前10時半～正午（受付　午前10時～）
※駐車場には限りがあります。
●定員　各回50組（先着順）
●必要なもの　おくるみまたはバスタオル

●会場と問い合わせ先
れいわ子ども情報センター　子育
て応援フロア（すこやか交流プラ
ザ３階）　　　　 ☎（573）8219

親子で遊んでお友達をつくろう

あかちゃん広場

北
市
民
プ
ー
ル
の
忘
れ
物
を
保

管
し
て
い
ま
す
。
心
当
た
り
の
あ
る

人
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

10
月
31
日
㈭
ま
で
に
持
ち
主
が

分
か
ら
な
か
っ
た
忘
れ
物
は
、
処

分
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課
ス
ポ
ー
ツ
担
当

☎（
５
８
０
）１
９
１
４

プ
ー
ル
の
忘
れ
物

※入所期間を通しての日割計算
※減免される場合は、料金は変わります。

利用料

12月分

１月分

850円

630円

690円

520円

400円

平日 延長 土曜

400円

　
令
和
６
年
９
月
の
能
登
半
島
に
お
け
る

大
雨
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ん
を
支
援

す
る
た
め
、
義
援
金
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
受
付
期
限
　
３
月
28
日
㈮

●
義
援
金
募
金
箱
設
置
箇
所

◇
市
役
所
１
階

◇
ま
ど
か
ぴ
あ

◇
総
合
体
育
館

◇
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◇
心
の
ふ
る
さ
と
館

●
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
サ
ー
ビ
ス
課
福
祉
政
策
担
当

☎（
５
８
０
）１
８
５
１

令
和
６
年
９
月
能
登
半
島
大
雨
災
害
義
援
金
を

受
け
付
け
て
い
ま
す

ア
ラ

（
全
国
瞬
時
警

の
緊
急
地
震
速
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小
学
校
か
ら
３
８
４
点
、
中
学
校
か
ら

21
点
、
計
４
０
５
点
の
応
募
が
あ
り
、
市

選
挙
管
理
委
員
会
に
よ
る
選
考
の
結
果
、

今
年
度
の
入
選
作
品
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
入
選
作
品
は
、
10
月
21
日
㈪
か
ら
11
月

１
日
㈮
ま
で
、
市
役
所
本
館
１
階
ホ
ー
ル

に
展
示
し
ま
す
。
ま
た
、
応
募
作
品
は
、

ま
ど
か
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
11
月
２
日
㈯
・

３
日
（
祝
・
日
））
で
、
ま
ど
か
ぴ
あ
３
階

に
展
示
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

中
学
生
の
部

●
委
員
長
賞

◇
川
﨑
千
尋
（
大
野
東
中
２
年
）

●
優
秀
賞

◇
西
島
美
咲
（
大
野
東
中
２
年
）

◇
髙
瀬
陽
向
（
大
利
中
２
年
）

小
学
生
の
部

●
委
員
長
賞

◇
加
藤
智
怜
（
大
城
小
６
年
）

●
優
秀
賞

◇
佐
野
榛
香（
大
野
南
小
６
年
）

◇
上
田
悠
花
（
月
の
浦
小
６
年
）

◇
及
川
陽
太
（
平
野
小
６
年
）

◇
古
瀬
悠
貴
（
御
笠
の
森
小
２
年
）

◇
楢
原
碧
莉（
大
城
小
６
年
）

◇
中
島
ひ
な
（
大
野
東
小
５
年
）

◇
尾
崎
こ
は
る
（
大
野
東
小
５
年
）

●
問
い
合
わ
せ
先

市
選
挙
管
理
委
員
会
（
総
務
管
理

課
内
）　

☎（
５
８
０
）１
９
５
７

令
和
６
年
度

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー

入
選
作
品
が
決
定

　
市
で
は
、Ｊ
‐ア
ラ
ー
ト（
全
国
瞬
時
警

報
シ
ス
テ
ム
）
に
よ
る
、
緊
急
地
震
速
報

を
運
用
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
福
岡
地
区
内
で
震
度
４
以
上

の
地
震
発
生
が
予
想
さ
れ
る
場
合
、
国
か

ら
の
緊
急
地
震
速
報
を
屋
外
の
61
カ
所
に

設
置
し
た
災
害
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
で
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
知
ら
せ
る
も
の
で
す
。

●
日
時
11
月
5
日
㈫
　
午
前
10
時
ご
ろ

●
内
容
　
消
防
庁
お
よ
び
気
象
庁
か
ら

の
訓
練
用
の
緊
急
地
震
速
報

※
気
象
・
地
震
活
動
の
状
況
な
ど
に
よ
り

放
送
を
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
放
送
内
容

（
チ
ャ
イ
ム
音
）

こ
ち
ら
は
、防
災
大
野
城
市
役
所
で
す
。

た
だ
今
か
ら
訓
練
放
送
を
行
い
ま
す
。

「（
緊
急
地
震
速
報
チ
ャ
イ
ム
音
）
緊
急

地
震
速
報
。
大
地
震
で
す
。
大
地
震

で
す
。
こ
れ
は
訓
練
放
送
で
す
。」

×
３
回

こ
ち
ら
は
、防
災
大
野
城
市
役
所
で
す
。

こ
れ
で
訓
練
放
送
を
終
わ
り
ま
す
。

（
チ
ャ
イ
ム
音
）

●
問
い
合
わ
せ
先

危
機
管
理
課

☎（
５
８
０
）１
９
６
６

訓
練
用
の
緊
急
地
震
速
報
を
放
送
し
ま
す

●
対
象
校
市
内
の
全
小
学
校

●
対
象
者
次
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
人

◇
小
学
１
〜
６
年
生

◇
保
護
者
ま
た
は
同
居
の
人
（
同
住
所

別
世
帯
を
含
む
）
が
勤
務
な
ど
に
よ

り
、
午
前
８
時
〜
午
後
５
時
の
間
に

４
時
間
以
上
保
育
に
あ
た
る
こ
と
が

で
き
な
い
日
が
月
12
日
（
日
曜
日
を

除
く
）
以
上
あ
る
。

※
延
長
、
土
曜
は
別
途
入
所
要
件
が
あ
り

ま
す
。

●
入
所
期
間
12
月
24
日
㈫
（
終
業
式
）

〜
１
月
８
日
㈬
（
始
業
式
）

※
日
曜
日
、
祝
日
、
12
月
30
日
㈪
〜
１
月

３
日
㈮
を
除
く

※
入
所
期
間
を
通
し
て
の
入
所
に
限
り

ま
す
。

●
利
用
時
間

◇
通
常
　
午
前
８
時
〜
午
後
５
時

◇
延
長
　
午
後
５
時
〜
７
時

※
12
月
24
日
㈫
・
１
月
８
日
㈬
は
、
授
業

終
了
後
か
ら
開
始
し
ま
す
。

※
延
長
は
、
通
常
利
用
の
申
込
者
の
み
利

用
で
き
ま
す
。

※
土
曜
日
は
、
延
長
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
申
込
方
法
入
所
申
込
書
（
申
込
先
で

配
布
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）
に
保
護
者
の
勤

務
証
明
書
な
ど
必
要
書
類
を
添
え
て

提
出

※
今
年
度
、
春
休
み
・
夏
休
み
な
ど
に
入

所
実
績
が
あ
る
人

は
、
申
込
専
用
Ｗ
Ｅ

Ｂ
フ
ォ
ー
ム
か
ら
申

し
込
み
で
き
ま
す
。

●
申
込
期
間
10
月
21
日
㈪
〜
11
月
11
日
㈪

※
申
込
期
間
を
過
ぎ
た
場
合
は
、
冬
休
み

の
入
所
が
で
き
ま
せ
ん
。

●
申
し
込
み
先

◇
教
育
振
興
課
共
育
推
進
担
当

◇
各
地
域
行
政
セ
ン
タ
ー
（
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
）

●
問
い
合
わ
せ
先

教
育
振
興
課
共
育
推
進
担
当

☎（
５
８
０
）１
９
１
１

ラ
ン
ド
セ
ル
ク
ラ
ブ
Ｇ
登
録

冬
休
み
の
み
の
入
所
者
募
集

申込フォーム

　赤ちゃんと一緒に、ふれあい遊び、読み聞かせな
どを楽しみませんか。子育てに役立つ講話、育児相談、
保護者同士の交流もあります。

●対象者　生後３～12カ月の子どもとその保護者
※きょうだいを連れての参加はできません。
●期日　◇南・東地区に住んでいる人　11月11日㈪

◇北地区に住んでいる人　11月18日㈪
◇中央地区に住んでいる人　11月25日㈪

●時間　午前10時半～正午（受付　午前10時～）
※駐車場には限りがあります。
●定員　各回50組（先着順）
●必要なもの　おくるみまたはバスタオル

●会場と問い合わせ先
れいわ子ども情報センター　子育
て応援フロア（すこやか交流プラ
ザ３階）　　　　 ☎（573）8219

親子で遊んでお友達をつくろう

あかちゃん広場

北
市
民
プ
ー
ル
の
忘
れ
物
を
保

管
し
て
い
ま
す
。
心
当
た
り
の
あ
る

人
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

10
月
31
日
㈭
ま
で
に
持
ち
主
が

分
か
ら
な
か
っ
た
忘
れ
物
は
、
処

分
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課
ス
ポ
ー
ツ
担
当

☎（
５
８
０
）１
９
１
４

プ
ー
ル
の
忘
れ
物

※入所期間を通しての日割計算
※減免される場合は、料金は変わります。

利用料

12月分

１月分

850円

630円

690円

520円

400円

平日 延長 土曜

400円

　
令
和
６
年
９
月
の
能
登
半
島
に
お
け
る

大
雨
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ん
を
支
援

す
る
た
め
、
義
援
金
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
受
付
期
限
　
３
月
28
日
㈮

●
義
援
金
募
金
箱
設
置
箇
所

◇
市
役
所
１
階

◇
ま
ど
か
ぴ
あ

◇
総
合
体
育
館

◇
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◇
心
の
ふ
る
さ
と
館

●
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
サ
ー
ビ
ス
課
福
祉
政
策
担
当

☎（
５
８
０
）１
８
５
１

令
和
６
年
９
月
能
登
半
島
大
雨
災
害
義
援
金
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
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お知らせコーナー

秋の星や星座を探す目印になる大きな四角形を
見つけましょう。夏の大三角と同じくらいの高さ
に見える、ちょっと暗めの星たちです。

●日時 10月26日㈯　午後７時～８時50分
●内容　天体観測（夏と秋の星、惑星）

●共通事項
※中学生以下は、保護者が同伴してください。
※雨天曇天時は、室内おはなし会となります。

　ちょうど半分の上弦の月が観測できます。この
形の月を望遠鏡で見ると、表面にあるクレーター
の凹凸がよく分かります。

●日時 11月９日㈯　午後７時～８時50分
●内容　天体観測（夏と秋の星、惑星、月）

スタードームまどかに行こう
市民星空観望会

秋の四辺形さがしに挑戦 半分の月をみよう

●会場　北コミュニティセンター　スタードームまどか
●問い合わせ先　
北パートナーシップ活動支援センター（北コミュニティセンター内）    ☎（513)0099

　ろうを手で温めながら、こねたり丸めたりし
て自分だけのオリジナルキャンドルを作りま
しょう。
　かざりつけはあなたのアイディア次第です。

●日時 11月24日㈰　午後２時～４時
●会場　東コミュニティセンター
●定員 20人（申込先着順）
●参加費　１セット500円（材料代）
●申込期間 10月21日㈪～11月21日㈭
※小学生以下は、保護者が同伴してください。
※定員に保護者は含みません。
※ミツロウを使用しています。アレルギーのあ
る人やにおいが苦手な人は注意してください。
●申込方法　電話
●申し込みと問い合わせ先
東パートナーシップ活動支援センター（東
コミュニティセンター内）　 ☎（504)1428

工作教室
キャンドル工作

大野城市から一番近い国、大韓民国の高校生と一
緒に授業を受けて、日本との違いを見つけましょう。
●対象者　市内在住の中学１年生～高校３年生
●研修期間　３月26日㈬～29日㈯（４日間）
※研修以外に事前・事後研修、報告会があります。
●研修地　大韓民国
●内容　◇現地の学校での交流◇大韓民国国立

公州大学校歴史博物館の見学　など
●定員 14人
●参加者負担金　４万5000円程度
●申込方法　◇郵送◇直接提出
※参加申込書をホームページから
ダウンロードして記入

●申込期限 11月18日㈪（必着）
●申し込みと問い合わせ先
中学生・高校生交流の翼実行委員会事務局
（すこやか交流プラザ３階こども・若者政
策課内）　　 　　　　　　 ☎（580)1702

中学生・高校生
交流の翼

献
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お知らせコーナーお知らせコーナー

秋の星や星座を探す目印になる大きな四角形を
見つけましょう。夏の大三角と同じくらいの高さ
に見える、ちょっと暗めの星たちです。

●日時 10月26日㈯　午後７時～８時50分
●内容　天体観測（夏と秋の星、惑星）

●共通事項
※中学生以下は、保護者が同伴してください。
※雨天曇天時は、室内おはなし会となります。

　ちょうど半分の上弦の月が観測できます。この
形の月を望遠鏡で見ると、表面にあるクレーター
の凹凸がよく分かります。

●日時 11月９日㈯　午後７時～８時50分
●内容　天体観測（夏と秋の星、惑星、月）

スタードームまどかに行こう
市民星空観望会

秋の四辺形さがしに挑戦 半分の月をみよう

●会場　北コミュニティセンター　スタードームまどか
●問い合わせ先　
北パートナーシップ活動支援センター（北コミュニティセンター内）    ☎（513)0099

　ろうを手で温めながら、こねたり丸めたりし
て自分だけのオリジナルキャンドルを作りま
しょう。
　かざりつけはあなたのアイディア次第です。

●日時 11月24日㈰　午後２時～４時
●会場　東コミュニティセンター
●定員 20人（申込先着順）
●参加費　１セット500円（材料代）
●申込期間 10月21日㈪～11月21日㈭
※小学生以下は、保護者が同伴してください。
※定員に保護者は含みません。
※ミツロウを使用しています。アレルギーのあ
る人やにおいが苦手な人は注意してください。
●申込方法　電話
●申し込みと問い合わせ先
東パートナーシップ活動支援センター（東
コミュニティセンター内）　 ☎（504)1428

工作教室
キャンドル工作

大野城市から一番近い国、大韓民国の高校生と一
緒に授業を受けて、日本との違いを見つけましょう。
●対象者　市内在住の中学１年生～高校３年生
●研修期間　３月26日㈬～29日㈯（４日間）
※研修以外に事前・事後研修、報告会があります。
●研修地　大韓民国
●内容　◇現地の学校での交流◇大韓民国国立
公州大学校歴史博物館の見学　など

●定員 14人
●参加者負担金　４万5000円程度
●申込方法　◇郵送◇直接提出
※参加申込書をホームページから
ダウンロードして記入

●申込期限 11月18日㈪（必着）
●申し込みと問い合わせ先
中学生・高校生交流の翼実行委員会事務局
（すこやか交流プラザ３階こども・若者政
策課内）　　 　　　　　　 ☎（580)1702

中学生・高校生
交流の翼
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請
求
手
続
き
と
併
せ
て

年
金
事
務
所
ま
た
は
市
役
所
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
案
内
や
事
務
手
続
き
は
、日
本
年

金
機
構（
年
金
事
務
所
）が
行
い

ま
す
。

※
日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省
を

装
っ
た
不
審
な
電
話
や
案
内
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。日
本
年
金
機

構
や
厚
生
労
働
省
か
ら
、電
話
で

基
礎
年
金
番
号
や
個
人
番
号・家

族
構
成・金
融
機
関
の
口
座
番
号・

暗
証
番
号
を
聞
い
た
り
、手
数
料

な
ど
の
金
銭
を
求
め
た
り
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先
　
給
付
金
専
用
ダ
イ

ヤ
ル（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）　
☎
０
５
７

０（
０
５
）４
０
９
２

住
ま
い
の
サ
ポ
ー
ト「
紛
争
・

災
害
支
援
セ
ン
タ
ー
」の
無
料

相
談
会（
要
予
約
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

日
時

10
月
20
日
㈰
　
午
前
10
時
〜

正
午

会
場
　
ま
ど
か
ぴ
あ
　
３
０
２
会
議
室

相
談
員
◇
建
築
士
◇
宅
地
建
物
取
引

士
◇
弁
護
士
◇
行
政
書
士
　
な
ど

内
容

面
談
、オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
住

ま
い
の
相
談（
空
き
家
、防
災
な
ど
）

定
員
5
組
程
度

申
込
方
法
電
話

申
し
込
み
と
問
い
合
わ
せ
先

（
一

社
）住
宅
流
通
促
進
協
議
会
事
務

局
　
☎（
２
８
５
）１
０
７
２

遺
言
・
相
続
・
任
意
後
見
等
の

無
料
相
談
会（
要
予
約
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

日
時

10
月
22
日
㈫
　
午
前
９
時
〜

正
午

会
場

中
央
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

２
階
　
研
修
室
２

内
容
◇
遺
言
◇
相
続
◇
任
意
後
見

◇
家
族
信
託
◇
外
国
人
ビ
ザ
◇
相

続
土
地
国
庫
帰
属
◇
遺
言
書
必
要

度
診
断
　
な
ど

定
員
５
組
程
度

相
談
員
行
政
書
士

申
込
方
法
電
話

申
し
込
み
と
問
い
合
わ
せ
先
　
中
村

圭
一
行
政
書
士
事
務
所
　
☎（
９

８
６
）１
５
０
０

お
知
ら
せ

※
会
場
で
の
無
料
相
談
の
後
に
、
書

類
作
成
や
ト
ラ
ブ
ル
解
決
な
ど
に

移
る
と
費
用
が
発
生
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
主
催
者
に
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

相
談

厚生労働省
ホームページ

厚生労働省
特設サイト

日本年金機構
ホームページ

市ホームページ
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子育てコーナー



お知らせコーナーお知らせコーナー
女
性
の
た
め
の
合
同
会
社
説

明
会
＆
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

日
時・会
場
◇
筑
豊
地
区
10
月
23

日
㈬
　
飯
塚
市
中
央
公
民
館
　
学

習
室
４
０
１
◇
福
岡
地
区
10
月
29

日
㈫
　
も
も
ち
パ
レ
ス
３
階
　
小

ホ
ー
ル
◇
北
九
州
地
区
11
月
19
日

㈫
　
Ａ
Ｉ
Ｍ
ビ
ル
３
階
　
Ｇ
展
示

場
◇
筑
後
地
区

11
月
26
日
㈫
　

久
留
米
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
５
階
　
大

会
議
室

時
間
正
午
〜
午
後
３
時

内
容

◇
合
同
会
社
説
明
会（
約
20

社
出
展
予
定
）◇
就
職
支
援
セ
ミ

ナ
ー（
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー・好

感
度
ア
ッ
プ
講
座・お
し
ご
と
準
備

セ
ミ
ナ
ー
）

託
児

20
人（
要
予
約・先
着
順
）

申
し
込
み
と
問
い
合
わ
せ
先
　「
女

性
の
た
め
の
合
同
会
社
説
明
会
＆

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」運
営
事
務

局
　
☎（
７
４
１
）９
５
３
１

赤
十
字
社
講
習

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

幼
児
安
全
法
支
援
員
養
成
講
習

対
象
者
15
歳
以
上

日
時

11
月
８
日
㈮・９
日
㈯
　
午

前
９
時
半
〜
午
後
５
時

内
容
　
乳
幼
児
に
対
す
る
事
故
防
止

や
応
急
手
当
、看
病
の
仕
方
な
ど

定
員
　
30
人

必
要
な
も
の
　
◇
筆
記
用
具
◇
昼
食

◇
実
技
が
で
き
る
服
装

受
講
料
　
２
２
０
０
円（
教
材
費・保

険
料
）

申
込
期
限
　
10
月
29
日
㈫（
必
着
）

救
急
法
基
礎
講
習

対
象
者
15
歳
以
上

日
時
11
月
18
日
㈪
　
午
前
10
時
〜

午
後
４
時

内
容
　
日
常
生
活
に
お
け
る
事
故
防

止
や
救
命
、応
急
手
当
な
ど

定
員
　
40
人

必
要
な
も
の
　
◇
筆
記
用
具
◇
昼
食

◇
実
技
が
で
き
る
服
装

受
講
料
　
１
５
０
０
円（
教
材
費・保

険
料
）

申
込
期
限
　
11
月
８
日
㈮（
必
着
）

救
急
員
養
成
講
習

対
象
者

15
歳
以
上
の
救
急
法
基

礎
講
習
修
了
者（
認
定
証
発
行
日

か
ら
５
年
以
内
）

日
時

11
月
19
日
㈫・20
日
㈬
　
午

前
９
時
半
〜
午
後
５
時

内
容
　
日
常
生
活
に
お
け
る
事
故
防

止
や
救
命・応
急
手
当
な
ど

定
員
　
40
人

必
要
な
も
の
　
◇
筆
記
用
具
◇
昼
食

◇
実
技
が
で
き
る
服
装
◇
赤
十
字

救
急
法
基
礎
講
習
認
定
証

受
講
料
　
２
１
０
０
円（
教
材
費・保

険
料
）

申
込
期
限
　
11
月
9
日
㈯（
必
着
）

会
場

日
本
赤
十
字
社
福
岡
県
支

部〔
福
岡
市
南
区
大
楠
〕

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、抽
選
し

受
講
の
可
否
を
返
送
し
ま
す
。

申
込
方
法
◇
は
が
き
（
講
習
名
、

開
催
日
、会
場
、氏
名（
ふ
り
が
な
）、

性
別
、
生
年
月
日
、
郵
便
番
号
、

住
所
、
電
話
番
号
を
記
入
）◇
Ｆ

Ａ
Ｘ
◇
イ
ン
タ
ー
ネット

申
し
込
み
と
問
い
合
わ
せ
先
　
日
本

赤
十
字
社
福
岡
県
支
部
事
業
課
講

習
普
及
係〔
〒
８
１
５‐８
５
０
３

福
岡
市
南
区
大
楠
３‐１‐１
〕

☎（
５
２
３
）１
１
７
２
　
　（
５
２

１
）２
５
５
２

オ
ス
ト
メ
イ
ト（
人
工
肛
門・人

工
膀
胱
を
つ
け
て
い
る
人
）の
た

め
の
健
康
教
室

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

対
象
者
　
◇
オ
ス
ト
メ
イ
ト
と
そ
の

家
族
◇
医
療
関
係
者
◇
介
護
職
員

日
時
11
月
10
日
㈰
　
午
後
２
時
〜

４
時

会
場

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
東
棟
５

階
　
５
０
６
Ａ
研
修
室〔
春
日
市

原
町
〕

テ
ー
マ
家
庭
で
装
具
交
換
が
で
き
な

く
なった
！
さ
あ
、ど
う
し
よ
う
？

講
師
　
大
村
久
美
子
さ
ん（
福
岡
大

学
筑
紫
病
院
認
定
看
護
師
）

問
い
合
わ
せ
先
　
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー

協
会
福
岡
県
支
部
　
吉
田
　
　
０

９
０（
１
１
９
６
）２
４
８
１

高
齢
者
活
躍
人
材
確
保
育
成
事

業「
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
」技
能
講
習

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

対
象
者
　
市
内
在
住
で
勤
労
意
欲
の

あ
り
２
日
間
受
講
可
能
な
60
歳
以

上
の
人

期
日
　
11
月
28
日
㈭・29
日
㈮

時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

会
場

高
齢
者
生
き
が
い
創
造
セ
ン

タ
ー
研
修
室〔
筒
井
〕

内
容

◇
マ
ン
シ
ョ
ン
構
造
と
建
物

◇
設
備
の
維
持
管
理
◇
マ
ン
シ
ョ

ン
の
関
連
法
規
◇
個
人
情
報
の
保

護
◇
共
用
部
分
の
清
掃
◇
作
業

報
告

定
員
　
15
人（
応
募
多
数
の
場
合
は

選
考
）

※
受
講
者
に
結
果
を
通
知
し
ま
す
。

申
込
期
限

11
月
14
日
㈭

申
し
込
み
と
問
い
合
わ
せ
先
　（
公

社
）福
岡
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
連
合
会
　
☎（
２
９
２
）１
８

５
７
　
　（
６
２
３
）５
６
７
７

原
始
機
に
よ
る
織
物・染
色
講
習

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

期
日
　
令
和
７
年
１
月
８
日
㈬
〜
３

月
５
日
㈬（
毎
週
水
曜
日
）　
午
前

10
時
〜
午
後
４
時
　
全
９
回（
45

時
間
）

会
場
福
岡
地
区
職
業
訓
練
協
会（
福

岡
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー
内
）〔
福
岡

市
東
区
千
早
〕

内
容

身
近
に
あ
る
道
具
を
利
用
し

た
原
始
機
技
法
の
織
り
と
染
色
に

よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
作
品
製
作
講
習

定
員
12
人
（
先
着
順
）

受
講
料
　
３
万
１
０
０
０
円
（
材
料

代
、
資
料
代
、
消
費
税
を
含
む
）

申
込
開
始
11
月
６
日
㈬
　
午
前
９
時

申
し
込
み
と
問
い
合
わ
せ
先
　
職
業

訓
練
法
人
福
岡
地
区
職
業
訓
練
協

会
　
☎（
６
７
１
）６
８
３
１
　
　

（
６
７
２
）２
１
３
３

福
岡
県
立

四
王
寺
県
民
の
森
イ
ベ
ン
ト

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

親
子
木
工
教
室（
申
込
不
要
）

日
時
11
月
３
日（
祝・日
）　
午
前
10

時（
受
付
　
午
前
９
時
半
）〜
正
午

集
合
場
所

四
王
寺
県
民
の
森
管
理

事
務
所

内
容

本
立
て
、す
の
こ
、椅
子
、

テ
ィッ
シュ
箱
の
製
作

※
雨
天
決
行

※
カ
ッ
ト
済
み
の
材
料
、道
具
は
主
催

者
が
準
備
し
ま
す
。数
量
限
定
、

無
く
な
り
次
第
終
了（
詳
し
く
は
、

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

モ
ミ
ジ
の
森
を
整
備
し
よ
う（
里
山
林

整
備
）（
要
申
込
）

日
時

11
月
30
日
㈯
　
午
前
10
時

（
受
付
　
午
前
９
時
半
）〜
午
後
１

時
半

集
合
場
所

四
王
寺
県
民
の
森
管
理

事
務
所

内
容
カ
エ
デ
の
幼
木
を
育
成
す
る
た

め
、ノ
コ
ギ
リ
な
ど
で
周
辺
を
整
備

※
雨
天
時
は
12
月
１
日
㈰
に
延
期

※
昼
食
は
県
民
の
森
で
用
意

定
員
30
人
（
先
着
順
）

申
込
方
法
◇
電
話
◇
申
込
フォー
ム

申
込
期
間

11
月
２
日
㈯
〜
23
日

（
祝
･
土
）　
午
前
９
時
〜
午
後
４

時
半（
11
月
５
日・11
日・18
日
は

休
館
日
）

写
真
展

テ
ー
マ

第
17
回
福
岡
の
自
然
や
四

王
寺
山
に
か
か
わ
る
も
の

開
催
期
間

11
月
10
日
㈰
〜
12
月
８

日
㈰

午
前
９
時
〜
午
後
４
時（
毎

週
月
曜
日
休
園
）

場
所
管
理
事
務
所
　
研
修
館

内
容
　
県
内
で
撮
影
さ
れ
た
自
然
に

関
す
る
風
景
、動
植
物
や
四
王
寺

山
に
関
わ
る
も
の（
史
跡
な
ど
を
含

め
、題
材
に
制
限
な
し
）の
作
品
を

展
示

※
10
月
30
日
ま
で
、作
品
募
集
中

（
参
加
賞
あ
り
）。ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
写
真
も
可
。

申
し
込
み
と
問
い
合
わ
せ
先

四
王

寺
県
民
の
森
管
理
事
務
所
　〔
宇

美
町
大
字
四
王
寺
〕　
☎（
９
３

２
）７
３
７
３

主
婦
友・マ
マ
友
サ
ポ
ー
ト
＆

子
育
て
応
援
事
業

「
ス
マ
イ
ル
フ
レ
ン
ズ
」

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

ア
ロ
マ
と
プ
チ
ヨ
ガ
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

内
容
◇
ア
ロマ
の
知
識
と
プ
チ
ヨ
ガ

体
験
◇
フ
リ
ー
ト
ー
ク

日
時

11
月
15
日
㈮
　
午
前
10
時
〜

11
時
半（
託
児
利
用
は
９
時
45

分
〜
）

※
子
ど
も
連
れ
で
の
参
加
を
希
望
の
人

は
、託
児
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。１

人
３
０
０
円
。（
託
児
締
切
　
11
月

12
日
㈫
）

参
加
費
　
５
０
０
円（
プ
レ
ゼ
ン
ト
付
）

会
場

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
　

多
目
的
室・中
会
議
室

申
込
方
法
申
込
フ
ォ
ー
ム

申
込
期
限
11
月
14
日
㈭

※
読
み
込
め
な
い
と
き
や
送
信
後
に

完
了
メ
ー
ル
が
届
か
な
い
場
合
は
、

問
い
合
わ
せ
先
か
公
式
ラ
イ
ン
メッ

セ
ー
ジ
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
市
社
会
福
祉
協
議

会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
　
☎

（
５
７
２
）５
５
２
９

就
業
希
望
の
高
齢
者
登
録・

求
人
企
業
の
募
集

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

登
録
者

お
お
む
ね
60
歳
以
上（
50

歳
越
）で
、永
年
の
職
業
経
験
を
活

か
し
て
働
き
た
い
人

求
人
企
業

職
業
経
験
、人
生
経
験

豊
富
で
、総
合
的
判
断
力
に
優
れ
た

高
齢
者
の
雇
用
を
希
望
す
る
企
業

申
し
込
み
と
問
い
合
わ
せ
先
　
公

益
社
団
法
人
　
福
岡
県
高
齢
者

能
力
活
用
セ
ン
タ
ー
　
は
つ・ら
つ・

コ
ミュニ
テ
ィ
福
岡
　
☎（
４
５
１
）

８
６
２
１

※
受
講
料
の
記
述
の
な
い
講
習
・

教
室
は
無
料

講
習
・
講
座

※
費
用
の
記
述
の
な
い
イ
ベン
ト
は

無
料

イ
ベ
ン
ト

申込フォーム

※
費
用
の
記
述
の
な
い
事
業
は
無
料

募
集

申込フォーム スマイルフレンズ
公式ライン
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お知らせコーナー
女
性
の
た
め
の
合
同
会
社
説

明
会
＆
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

日
時・会
場
◇
筑
豊
地
区
10
月
23

日
㈬
　
飯
塚
市
中
央
公
民
館
　
学

習
室
４
０
１
◇
福
岡
地
区
10
月
29

日
㈫
　
も
も
ち
パ
レ
ス
３
階
　
小

ホ
ー
ル
◇
北
九
州
地
区
11
月
19
日

㈫
　
Ａ
Ｉ
Ｍ
ビ
ル
３
階
　
Ｇ
展
示

場
◇
筑
後
地
区

11
月
26
日
㈫
　

久
留
米
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
５
階
　
大

会
議
室

時
間
正
午
〜
午
後
３
時

内
容

◇
合
同
会
社
説
明
会（
約
20

社
出
展
予
定
）◇
就
職
支
援
セ
ミ

ナ
ー（
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー・好

感
度
ア
ッ
プ
講
座・お
し
ご
と
準
備

セ
ミ
ナ
ー
）

託
児

20
人（
要
予
約・先
着
順
）

申
し
込
み
と
問
い
合
わ
せ
先
　「
女

性
の
た
め
の
合
同
会
社
説
明
会
＆

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」運
営
事
務

局
　
☎（
７
４
１
）９
５
３
１

赤
十
字
社
講
習

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

幼
児
安
全
法
支
援
員
養
成
講
習

対
象
者
15
歳
以
上

日
時

11
月
８
日
㈮・９
日
㈯
　
午

前
９
時
半
〜
午
後
５
時

内
容
　
乳
幼
児
に
対
す
る
事
故
防
止

や
応
急
手
当
、看
病
の
仕
方
な
ど

定
員
　
30
人

必
要
な
も
の
　
◇
筆
記
用
具
◇
昼
食

◇
実
技
が
で
き
る
服
装

受
講
料
　
２
２
０
０
円（
教
材
費・保

険
料
）

申
込
期
限
　
10
月
29
日
㈫（
必
着
）

救
急
法
基
礎
講
習

対
象
者
15
歳
以
上

日
時
11
月
18
日
㈪
　
午
前
10
時
〜

午
後
４
時

内
容
　
日
常
生
活
に
お
け
る
事
故
防

止
や
救
命
、応
急
手
当
な
ど

定
員
　
40
人

必
要
な
も
の
　
◇
筆
記
用
具
◇
昼
食

◇
実
技
が
で
き
る
服
装

受
講
料
　
１
５
０
０
円（
教
材
費・保

険
料
）

申
込
期
限
　
11
月
８
日
㈮（
必
着
）

救
急
員
養
成
講
習

対
象
者

15
歳
以
上
の
救
急
法
基

礎
講
習
修
了
者（
認
定
証
発
行
日

か
ら
５
年
以
内
）

日
時

11
月
19
日
㈫・20
日
㈬
　
午

前
９
時
半
〜
午
後
５
時

内
容
　
日
常
生
活
に
お
け
る
事
故
防

止
や
救
命・応
急
手
当
な
ど

定
員
　
40
人

必
要
な
も
の
　
◇
筆
記
用
具
◇
昼
食

◇
実
技
が
で
き
る
服
装
◇
赤
十
字

救
急
法
基
礎
講
習
認
定
証

受
講
料
　
２
１
０
０
円（
教
材
費・保

険
料
）

申
込
期
限
　
11
月
9
日
㈯（
必
着
）

会
場

日
本
赤
十
字
社
福
岡
県
支

部〔
福
岡
市
南
区
大
楠
〕

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、抽
選
し

受
講
の
可
否
を
返
送
し
ま
す
。

申
込
方
法
◇
は
が
き
（
講
習
名
、

開
催
日
、会
場
、氏
名（
ふ
り
が
な
）、

性
別
、
生
年
月
日
、
郵
便
番
号
、

住
所
、
電
話
番
号
を
記
入
）◇
Ｆ

Ａ
Ｘ
◇
イ
ン
タ
ー
ネット

申
し
込
み
と
問
い
合
わ
せ
先
　
日
本

赤
十
字
社
福
岡
県
支
部
事
業
課
講

習
普
及
係〔
〒
８
１
５‐８
５
０
３

福
岡
市
南
区
大
楠
３‐１‐１
〕

☎（
５
２
３
）１
１
７
２
　
　（
５
２

１
）２
５
５
２

オ
ス
ト
メ
イ
ト（
人
工
肛
門・人

工
膀
胱
を
つ
け
て
い
る
人
）の
た

め
の
健
康
教
室

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

対
象
者
　
◇
オ
ス
ト
メ
イ
ト
と
そ
の

家
族
◇
医
療
関
係
者
◇
介
護
職
員

日
時
11
月
10
日
㈰
　
午
後
２
時
〜

４
時

会
場

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
東
棟
５

階
　
５
０
６
Ａ
研
修
室〔
春
日
市

原
町
〕

テ
ー
マ
家
庭
で
装
具
交
換
が
で
き
な

く
なった
！
さ
あ
、ど
う
し
よ
う
？

講
師
　
大
村
久
美
子
さ
ん（
福
岡
大

学
筑
紫
病
院
認
定
看
護
師
）

問
い
合
わ
せ
先
　
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー

協
会
福
岡
県
支
部
　
吉
田
　
　
０

９
０（
１
１
９
６
）２
４
８
１

高
齢
者
活
躍
人
材
確
保
育
成
事

業「
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
」技
能
講
習

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

対
象
者
　
市
内
在
住
で
勤
労
意
欲
の

あ
り
２
日
間
受
講
可
能
な
60
歳
以

上
の
人

期
日
　
11
月
28
日
㈭・29
日
㈮

時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

会
場

高
齢
者
生
き
が
い
創
造
セ
ン

タ
ー
研
修
室〔
筒
井
〕

内
容

◇
マ
ン
シ
ョ
ン
構
造
と
建
物

◇
設
備
の
維
持
管
理
◇
マ
ン
シ
ョ

ン
の
関
連
法
規
◇
個
人
情
報
の
保

護
◇
共
用
部
分
の
清
掃
◇
作
業

報
告

定
員
　
15
人（
応
募
多
数
の
場
合
は

選
考
）

※
受
講
者
に
結
果
を
通
知
し
ま
す
。

申
込
期
限

11
月
14
日
㈭

申
し
込
み
と
問
い
合
わ
せ
先
　（
公

社
）福
岡
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
連
合
会
　
☎（
２
９
２
）１
８

５
７
　
　（
６
２
３
）５
６
７
７

原
始
機
に
よ
る
織
物・染
色
講
習

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

期
日
　
令
和
７
年
１
月
８
日
㈬
〜
３

月
５
日
㈬（
毎
週
水
曜
日
）　
午
前

10
時
〜
午
後
４
時
　
全
９
回（
45

時
間
）

会
場
福
岡
地
区
職
業
訓
練
協
会（
福

岡
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー
内
）〔
福
岡

市
東
区
千
早
〕

内
容

身
近
に
あ
る
道
具
を
利
用
し

た
原
始
機
技
法
の
織
り
と
染
色
に

よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
作
品
製
作
講
習

定
員
12
人
（
先
着
順
）

受
講
料
　
３
万
１
０
０
０
円
（
材
料

代
、
資
料
代
、
消
費
税
を
含
む
）

申
込
開
始
11
月
６
日
㈬
　
午
前
９
時

申
し
込
み
と
問
い
合
わ
せ
先
　
職
業

訓
練
法
人
福
岡
地
区
職
業
訓
練
協

会
　
☎（
６
７
１
）６
８
３
１
　
　

（
６
７
２
）２
１
３
３

福
岡
県
立

四
王
寺
県
民
の
森
イ
ベ
ン
ト

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

親
子
木
工
教
室（
申
込
不
要
）

日
時
11
月
３
日（
祝・日
）　
午
前
10

時（
受
付
　
午
前
９
時
半
）〜
正
午

集
合
場
所

四
王
寺
県
民
の
森
管
理

事
務
所

内
容

本
立
て
、す
の
こ
、椅
子
、

テ
ィッ
シュ
箱
の
製
作

※
雨
天
決
行

※
カ
ッ
ト
済
み
の
材
料
、道
具
は
主
催

者
が
準
備
し
ま
す
。数
量
限
定
、

無
く
な
り
次
第
終
了（
詳
し
く
は
、

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

モ
ミ
ジ
の
森
を
整
備
し
よ
う（
里
山
林

整
備
）（
要
申
込
）

日
時

11
月
30
日
㈯
　
午
前
10
時

（
受
付
　
午
前
９
時
半
）〜
午
後
１

時
半

集
合
場
所

四
王
寺
県
民
の
森
管
理

事
務
所

内
容
カ
エ
デ
の
幼
木
を
育
成
す
る
た

め
、ノ
コ
ギ
リ
な
ど
で
周
辺
を
整
備

※
雨
天
時
は
12
月
１
日
㈰
に
延
期

※
昼
食
は
県
民
の
森
で
用
意

定
員
30
人
（
先
着
順
）

申
込
方
法
◇
電
話
◇
申
込
フォー
ム

申
込
期
間

11
月
２
日
㈯
〜
23
日

（
祝
･
土
）　
午
前
９
時
〜
午
後
４

時
半（
11
月
５
日・11
日・18
日
は

休
館
日
）

写
真
展

テ
ー
マ

第
17
回
福
岡
の
自
然
や
四

王
寺
山
に
か
か
わ
る
も
の

開
催
期
間

11
月
10
日
㈰
〜
12
月
８

日
㈰

午
前
９
時
〜
午
後
４
時（
毎

週
月
曜
日
休
園
）

場
所
管
理
事
務
所
　
研
修
館

内
容
　
県
内
で
撮
影
さ
れ
た
自
然
に

関
す
る
風
景
、動
植
物
や
四
王
寺

山
に
関
わ
る
も
の（
史
跡
な
ど
を
含

め
、題
材
に
制
限
な
し
）の
作
品
を

展
示

※
10
月
30
日
ま
で
、作
品
募
集
中

（
参
加
賞
あ
り
）。ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
写
真
も
可
。

申
し
込
み
と
問
い
合
わ
せ
先

四
王

寺
県
民
の
森
管
理
事
務
所
　〔
宇

美
町
大
字
四
王
寺
〕　
☎（
９
３

２
）７
３
７
３

主
婦
友・マ
マ
友
サ
ポ
ー
ト
＆

子
育
て
応
援
事
業

「
ス
マ
イ
ル
フ
レ
ン
ズ
」

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

ア
ロ
マ
と
プ
チ
ヨ
ガ
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

内
容
◇
ア
ロマ
の
知
識
と
プ
チ
ヨ
ガ

体
験
◇
フ
リ
ー
ト
ー
ク

日
時

11
月
15
日
㈮
　
午
前
10
時
〜

11
時
半（
託
児
利
用
は
９
時
45

分
〜
）

※
子
ど
も
連
れ
で
の
参
加
を
希
望
の
人

は
、託
児
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。１

人
３
０
０
円
。（
託
児
締
切
　
11
月

12
日
㈫
）

参
加
費
　
５
０
０
円（
プ
レ
ゼ
ン
ト
付
）

会
場

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
　

多
目
的
室・中
会
議
室

申
込
方
法
申
込
フ
ォ
ー
ム

申
込
期
限
11
月
14
日
㈭

※
読
み
込
め
な
い
と
き
や
送
信
後
に

完
了
メ
ー
ル
が
届
か
な
い
場
合
は
、

問
い
合
わ
せ
先
か
公
式
ラ
イ
ン
メッ

セ
ー
ジ
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
市
社
会
福
祉
協
議

会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
　
☎

（
５
７
２
）５
５
２
９

就
業
希
望
の
高
齢
者
登
録・

求
人
企
業
の
募
集

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

登
録
者

お
お
む
ね
60
歳
以
上（
50

歳
越
）で
、永
年
の
職
業
経
験
を
活

か
し
て
働
き
た
い
人

求
人
企
業

職
業
経
験
、人
生
経
験

豊
富
で
、総
合
的
判
断
力
に
優
れ
た

高
齢
者
の
雇
用
を
希
望
す
る
企
業

申
し
込
み
と
問
い
合
わ
せ
先
　
公

益
社
団
法
人
　
福
岡
県
高
齢
者

能
力
活
用
セ
ン
タ
ー
　
は
つ・ら
つ・

コ
ミュニ
テ
ィ
福
岡
　
☎（
４
５
１
）

８
６
２
１

※
受
講
料
の
記
述
の
な
い
講
習
・

教
室
は
無
料

講
習
・
講
座

※
費
用
の
記
述
の
な
い
イ
ベン
ト
は

無
料

イ
ベ
ン
ト

申込フォーム

※
費
用
の
記
述
の
な
い
事
業
は
無
料

募
集

申込フォーム スマイルフレンズ
公式ライン
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お知らせコーナーお知らせコーナー市民カレンダー 10月

大
文
字

医療機関を受診すべきか迷ったときは
救急医療情報センター　☎（471）0099 または ☎＃7119
小児救急医療電話相談　☎＃8000

休日当番医 【診療時間】  午前９時～午後５時

◆急患の場合に限ります。
◆当番医は変更されることがあるため事前に病院へ確
認してください。掲載していない休日当番医と夜間当
番医についても、次のいずれかで確かめてください。

市ホームページ→
消防署　☎（584）1191
　市役所　☎（501）2211

16㈬

■大野城市役所
市役所・地域行政センターのご案内

■地域行政センター（コミュニティセンター内）
【開館時間】午前９時～午後９時
【休館日】毎月第3火曜日(祝日の場合はその次の平日)、

年末年始(12月28日～１月４日）
南地域行政センター ☎（596）0917 中央地域行政センター ☎（573）3151
東地域行政センター ☎（504）1433 北地域行政センター ☎（513）0226

https://www.city.onojo.fukuoka.jp/
広報は市ホームページでも見ることができます。

【開庁時間】平日午前８時半～午後５時、週末窓口サービス第２・４土曜日午前９
時半～午後０時半
【閉庁日】土・日曜日、祝日、年末年始（12月29日～１月３日）
【コールセンター】毎日午前８時～午後９時
☎（501）2211／    （501）2394　　 cc@city.onojo.fukuoka.jp

水道漏水修理業者
市指定業者が当番で対応します。共同住宅の親メーターよりも建物側での漏水は、共同住宅の管理者に相談してください。
◆下大利団地（UR都市機構）：㈱西日本住宅サービス　☎（865）4961　休日・12月29日～１月３日・時間外は日本総合住生活㈱　☎（861）2525
◆月の浦県営住宅：福岡県住宅供給公社　☎（713）1683　休日・12月29日～１月３日・時間外は県営住宅緊急通報受信センター　☎（751）9686
◆公道での漏水：上下水道工務課水道・浄水担当　☎（580）1925　休日・12月29日～１月３日・時間外は市役所コールセンター　☎（501）2211

大野城市宅内漏水修理当番業者 受付時間　午前８時半～午後５時☎（595）1486

交通人身事故
死者数
傷者数
自転車

高齢者（65歳以上）
飲酒運転

刑法犯認知件数※
火災発生

27
0
36
4
10
0
56
1

0
0
8
0
1
0
-2
0

253
1

307
57
88
1

395
9

8月中 令和6年累計昨年度月比 ※刑法犯認知件数につ
いては、福岡県警察本
部の情報提供を基に
しています。

交通事故・刑法犯認知件数・火災発生件数（市内分）交通事故・刑法犯認知件数・火災発生件数（市内分）

駐車場は台数に限りがありますので、できる限り公共交通機関を利用してください。

※○申は申し込みが必要です。申済

申済

申済

申済

は発行日時点で申込受付終了。

筑紫地区小児救急診療体制

※上記診療時間内でも状況により、小児科医ではない救急診療 
　部の医師が診療する場合があります。
※受け付けは全て午後９時までですが、病院の状況によっては
　早めに終了する場合があります。
※対象年齢については、事前に病院へ問い合わせてください。

月・水・金曜日

火・木・土曜日

上記曜日の祝日
日曜日

上記曜日の祝日

午後５時～９時半

午後５時～９時半

午前９時～午後９時半

午前９時～午後９時半
福岡大学
筑紫病院

福岡
徳洲会
病院

筑紫野市俗明院
１-１-１
☎（921）1011

春日市須玖北
４-５
☎（573）6622

診療時間曜日 住所・電話番号医療機関

18㈮ おゆずりマーケット〔れいわ子ども情報センター〕

22㈫ 史跡環境整備サポーター事業〔水城ゆめ広場〕

24㈭ 子育て講習会〔れいわ子ども情報センター〕

29㈫
30㈬

のびのび広場〔れいわ子ども情報センター〕

31㈭ 納期限（市県民税３期、国民健康保険税５期、介護保険料５期、後期高齢者医療保険料４期）
地域ボランティア交流会

25㈮

心のふるさと館休館日
あかちゃん広場（北地区）〔れいわ子ども情報センター〕21㈪

11月収集分粗大ごみ申込締切日　☎（501)2211
（土・日曜日、祝日も午前８時から午後９時まで受付）23㈬

心のふるさと館休館日
あかちゃん広場（中央地区）〔れいわ子ども情報センター〕28㈪

心のふるさと館休館日
コミュニティセンター休館日15㈫

ここふるワークショップ「ぴょんぴょんガエルを作ろう！」〔心のふるさと館〕（～20日㈰）
季節イベント「出張観望会（南コミ）」〔南コミュニティセンター〕19㈯

週末窓口サービス〔市役所〕（第２・４土曜日）
ここふる体験工房「藍染め体験」〔心のふるさと館〕（～27日㈰）
しょうわキッズデイ「折り紙」〔心のふるさと館〕（～27日㈰）
園庭開放〔筒井保育所〕
市民星空観望会「秋の四辺形さがしに挑戦」〔北コミュニティセンター〕

26㈯

まどかぴあ休館日（第１・３水曜日）
17㈭ まどかパーク、赤坂・旭ケ丘テニスコート休館日

20㈰

27㈰

今
年
の
お
お
の
山
城
大
文
字
ま

つ
り
は
、
台
風
の
影
響
に
よ
る
暴

風
や
雨
が
心
配
さ
れ
る
状
況
で
の

ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

私
が
取
材
し
た
９
月
21
日
㈯

（
ま
つ
り
１
日
目
）
は
、
激
し
い

雨
に
見
舞
わ
れ
、「
お
化
け
屋
敷
」

は
、
屋
外
か
ら
す
こ
や
か
交
流

プ
ラ
ザ
入
口
の
雨
に
濡
れ
な
い
所

に
会
場
を
変
え
て
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
は
、
時
折
、

大
き
な
ワ
イ
パ
ー
で
水
を
か
き
出

し
た
り
、
ス
テ
ー
ジ
上
に
テ
ン
ト

を
建
て
た
り
、
関
係
者
の
熱
意
と

懸
命
な
努
力
に
よ
り
、
踊
り
や
歌

の
発
表
が
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

カ
メ
ラ
を
手
に
、
ス
テ
ー
ジ
で

踊
る
子
ど
も
た
ち
の
キ
ラ
キ
ラ
し

た
笑
顔
を
見
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、
仲
間
や
友
達

か
ら
の
声
援
を
耳
に
、シ
ャッ
タ
ー

を
切
り
ま
し
た
。

夕
方
か
ら
は
、
天
気
も
大
分
良

く
な
り
ま
し
た
。
会
場
を
変
え
た

「
お
化
け
屋
敷
」
は
長
蛇
の
列
、

屋
敷
内
か
ら
は
、
ギ
ャ
ー
、
助
け

て
ー
と
か
、
言
葉
に
な
ら
な
い
声
と

か
。いい
思
い
出
に
なって
、
良
かっ

た
！
と
思
え
る
１
日
で
し
た
。
◯善

歯科休日急患診療
【診療時間】  午前９時～午後１時
ちくし休日急患歯科診療所〔春日市〕　☎（571）0118
※日曜日、祝日、お盆、年末年始の歯科休診に対応しています。
※診療先は変更となる場合がありますので、事前に連絡をして
　受診してください。

10月から産婦人科医の休日当番医が終了しました。
受診医療機関の相談は、福岡県救急医療電話相談 ☎#7119
に連絡してください。

内：あけぼのクリニック〔曙町〕

内・外：自衛隊福岡病院〔春日市〕

外：中村整形外科医院〔春日市〕

☎（585）8503

☎（581）0431

☎（575）5050

☎（918）7007

☎（921）1011

☎（927）3555

20日（日）

内：はせ川クリニック〔太宰府市〕

内・外：福岡大学筑紫病院〔筑紫野市〕

外：上野脳神経外科クリニック〔筑紫野市〕

27日（日）
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集

令和６年度　最優秀賞

「推し×推しは幸です。」
佐野美耶さん

フォトコンテスト
募集要項

社協ホームページ
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お知らせコーナー市民カレンダー 10月
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医療機関を受診すべきか迷ったときは
救急医療情報センター　☎（471）0099 または ☎＃7119
小児救急医療電話相談　☎＃8000

休日当番医 【診療時間】  午前９時～午後５時

◆急患の場合に限ります。
◆当番医は変更されることがあるため事前に病院へ確
認してください。掲載していない休日当番医と夜間当
番医についても、次のいずれかで確かめてください。

市ホームページ→
消防署　☎（584）1191
　市役所　☎（501）2211

16㈬

■大野城市役所
市役所・地域行政センターのご案内

■地域行政センター（コミュニティセンター内）
【開館時間】午前９時～午後９時
【休館日】毎月第3火曜日(祝日の場合はその次の平日)、

年末年始(12月28日～１月４日）
南地域行政センター ☎（596）0917 中央地域行政センター ☎（573）3151
東地域行政センター ☎（504）1433 北地域行政センター ☎（513）0226

https://www.city.onojo.fukuoka.jp/
広報は市ホームページでも見ることができます。

【開庁時間】平日午前８時半～午後５時、週末窓口サービス第２・４土曜日午前９
時半～午後０時半
【閉庁日】土・日曜日、祝日、年末年始（12月29日～１月３日）
【コールセンター】毎日午前８時～午後９時
☎（501）2211／    （501）2394　　 cc@city.onojo.fukuoka.jp

水道漏水修理業者
市指定業者が当番で対応します。共同住宅の親メーターよりも建物側での漏水は、共同住宅の管理者に相談してください。
◆下大利団地（UR都市機構）：㈱西日本住宅サービス　☎（865）4961　休日・12月29日～１月３日・時間外は日本総合住生活㈱　☎（861）2525
◆月の浦県営住宅：福岡県住宅供給公社　☎（713）1683　休日・12月29日～１月３日・時間外は県営住宅緊急通報受信センター　☎（751）9686
◆公道での漏水：上下水道工務課水道・浄水担当　☎（580）1925　休日・12月29日～１月３日・時間外は市役所コールセンター　☎（501）2211

大野城市宅内漏水修理当番業者 受付時間　午前８時半～午後５時☎（595）1486

交通人身事故
死者数
傷者数
自転車

高齢者（65歳以上）
飲酒運転

刑法犯認知件数※
火災発生

27
0
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8月中 令和6年累計昨年度月比 ※刑法犯認知件数につ
いては、福岡県警察本
部の情報提供を基に
しています。

交通事故・刑法犯認知件数・火災発生件数（市内分）交通事故・刑法犯認知件数・火災発生件数（市内分）

駐車場は台数に限りがありますので、できる限り公共交通機関を利用してください。

※○申は申し込みが必要です。申済

申済

申済

申済

は発行日時点で申込受付終了。

筑紫地区小児救急診療体制

※上記診療時間内でも状況により、小児科医ではない救急診療 
　部の医師が診療する場合があります。
※受け付けは全て午後９時までですが、病院の状況によっては
　早めに終了する場合があります。
※対象年齢については、事前に病院へ問い合わせてください。

月・水・金曜日

火・木・土曜日

上記曜日の祝日
日曜日

上記曜日の祝日

午後５時～９時半

午後５時～９時半

午前９時～午後９時半

午前９時～午後９時半
福岡大学
筑紫病院

福岡
徳洲会
病院

筑紫野市俗明院
１-１-１
☎（921）1011

春日市須玖北
４-５
☎（573）6622

診療時間曜日 住所・電話番号医療機関

18㈮ おゆずりマーケット〔れいわ子ども情報センター〕

22㈫ 史跡環境整備サポーター事業〔水城ゆめ広場〕

24㈭ 子育て講習会〔れいわ子ども情報センター〕

29㈫
30㈬

のびのび広場〔れいわ子ども情報センター〕

31㈭ 納期限（市県民税３期、国民健康保険税５期、介護保険料５期、後期高齢者医療保険料４期）
地域ボランティア交流会

25㈮

心のふるさと館休館日
あかちゃん広場（北地区）〔れいわ子ども情報センター〕21㈪

11月収集分粗大ごみ申込締切日　☎（501)2211
（土・日曜日、祝日も午前８時から午後９時まで受付）23㈬

心のふるさと館休館日
あかちゃん広場（中央地区）〔れいわ子ども情報センター〕28㈪

心のふるさと館休館日
コミュニティセンター休館日15㈫

ここふるワークショップ「ぴょんぴょんガエルを作ろう！」〔心のふるさと館〕（～20日㈰）
季節イベント「出張観望会（南コミ）」〔南コミュニティセンター〕19㈯

週末窓口サービス〔市役所〕（第２・４土曜日）
ここふる体験工房「藍染め体験」〔心のふるさと館〕（～27日㈰）
しょうわキッズデイ「折り紙」〔心のふるさと館〕（～27日㈰）
園庭開放〔筒井保育所〕
市民星空観望会「秋の四辺形さがしに挑戦」〔北コミュニティセンター〕

26㈯

まどかぴあ休館日（第１・３水曜日）
17㈭ まどかパーク、赤坂・旭ケ丘テニスコート休館日

20㈰

27㈰

今
年
の
お
お
の
山
城
大
文
字
ま

つ
り
は
、
台
風
の
影
響
に
よ
る
暴

風
や
雨
が
心
配
さ
れ
る
状
況
で
の

ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

私
が
取
材
し
た
９
月
21
日
㈯

（
ま
つ
り
１
日
目
）
は
、
激
し
い

雨
に
見
舞
わ
れ
、「
お
化
け
屋
敷
」

は
、
屋
外
か
ら
す
こ
や
か
交
流

プ
ラ
ザ
入
口
の
雨
に
濡
れ
な
い
所

に
会
場
を
変
え
て
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
は
、
時
折
、

大
き
な
ワ
イ
パ
ー
で
水
を
か
き
出

し
た
り
、
ス
テ
ー
ジ
上
に
テ
ン
ト

を
建
て
た
り
、
関
係
者
の
熱
意
と

懸
命
な
努
力
に
よ
り
、
踊
り
や
歌

の
発
表
が
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

カ
メ
ラ
を
手
に
、
ス
テ
ー
ジ
で

踊
る
子
ど
も
た
ち
の
キ
ラ
キ
ラ
し

た
笑
顔
を
見
つつ
、
仲
間
や
友
達

か
ら
の
声
援
を
耳
に
、シ
ャッ
タ
ー

を
切
り
ま
し
た
。

夕
方
か
ら
は
、
天
気
も
大
分
良

く
な
り
ま
し
た
。
会
場
を
変
え
た

「
お
化
け
屋
敷
」
は
長
蛇
の
列
、

屋
敷
内
か
ら
は
、
ギ
ャ
ー
、
助
け

て
ー
と
か
、
言
葉
に
な
ら
な
い
声
と

か
。いい
思
い
出
に
なって
、
良
かっ

た
！
と
思
え
る
１
日
で
し
た
。
◯善

歯科休日急患診療
【診療時間】  午前９時～午後１時
ちくし休日急患歯科診療所〔春日市〕　☎（571）0118
※日曜日、祝日、お盆、年末年始の歯科休診に対応しています。
※診療先は変更となる場合がありますので、事前に連絡をして
　受診してください。

10月から産婦人科医の休日当番医が終了しました。
受診医療機関の相談は、福岡県救急医療電話相談 ☎#7119
に連絡してください。

内：あけぼのクリニック〔曙町〕

内・外：自衛隊福岡病院〔春日市〕

外：中村整形外科医院〔春日市〕

☎（585）8503

☎（581）0431

☎（575）5050

☎（918）7007

☎（921）1011

☎（927）3555

20日（日）

内：はせ川クリニック〔太宰府市〕

内・外：福岡大学筑紫病院〔筑紫野市〕

外：上野脳神経外科クリニック〔筑紫野市〕

27日（日）

赤
い
羽
根
共
同
募
金

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

み
ん
な
の
あ
た
た
か
な「
た
す
け
あ

い
の
心
」を
広
げ
、福
祉
への
関
心
と

理
解
を
深
め
る
た
め
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
を
実
施
し
ま
す
。

対
象
者
　
市
内
在
住
ま
た
は
、市
内

の
事
業
所
に
勤
務
、市
内
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
の
活
動
を
し
て
い
る
人

内
容
　
令
和
７
年
度
の
テ
ー
マ
は

「
赤
い
羽
根
誰
か
の
心
に
灯
が
と

も
る
〜
ラ
ヴ
＆
ピ
ー
ス
〜
」

※
入
賞
者
に
は
ク
オ
カ
ー
ド
を
贈
呈

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
募
集

要
項
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
と
問
い
合
わ
せ
先
　
大
野

城
市
社
会
福
祉
協
議
会（
福
岡
県

共
同
募
金
会
大
野
城
市
支
会
）　

☎（
５
７
２
）７
７
０
０

info@
onojo-vc.jp

福
岡
県
農
業
大
学
校
研
修
生

募
集

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

対
象
者
◇
福
岡
県
内
で
就
農
し
て

間
も
な
い
農
業
者
◇
品
目
転
換
を

目
指
す
農
業
者
◇
農
業
を
目
指

す
人

研
修
開
始
期
令
和
７
年
４
月

研
修
期
間
６
カ
月
以
上
１
年
以
内

募
集
コ
ー
ス

研
修
科（
◇
野
菜
◇

花
き
）

定
員
20
人
程
度

申
込
期
間

10
月
23
日
㈬
〜
11
月
13

日
㈬

面
接
試
験
日

12
月
３
日
㈫

※
定
員
に
達
し
な
い
場
合
は
、２
次
募

集
あ
り

申
し
込
み
と
問
い
合
わ
せ
先
　
福

岡
県
農
業
大
学
校〔
筑
紫
野
市
大

字
吉
木
７
６
７
〕　
☎（
９
２
５
）

９
１
２
９

卓
球（
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
）教
室

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

対
象
者
　
◇
市
民
◇
市
内
事
業
所
に

勤
務
し
て
い
る
人

日
時

11
月
15
日
〜
12
月
13
日
の
毎

週
金
曜
日
　
午
前
10
時
〜
正
午

（
全
５
回
）

会
場

東
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
多

目
的
室

種
目
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル

定
員
10
人

参
加
費
１
０
０
０
円

※
傷
害
保
険
は
各
自
で
加
入

申
込
期
間

10
月
22
日
㈫
〜
11
月
11

日
㈪

申
し
込
み
と
問
い
合
わ
せ
先
市
卓

球
連
盟
　
山
崎
平
太
郎
　
　
０
９
０

（
７
５
３
６
）９
５
５
８
　
☎
／
　（
５

９
６
）０
１
７
９

大
野
城
市
テ
ニ
ス
協
会

創
立
50
周
年
記
念

大
野
城
市
長
杯

団
体
対
抗
テ
ニ
ス
大
会

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

対
象
者
　
◇
市
民
◇
市
内
事
業
所
に

勤
務
し
て
い
る
人

日
時

11
月
17
日
㈰
　
受
付
　
午
前

８
時
半
〜

※
雨
天
の
場
合
、11
月
24
日
㈰
に
順
延

会
場

ま
ど
か
パ
ー
ク
　
テ
ニ
ス

コ
ー
ト

種
目
　
ダ
ブ
ル
ス
３
組（
１
チ
ー
ム
６

人
）に
よ
る
対
抗
戦

※
男
女
の
構
成
は
問
い
ま
せ
ん
。

※
年
齢
別
ハン
デ
ィ
ー
制
あ
り

定
員

24
チ
ー
ム（
先
着
順
）

参
加
費
　
１
チ
ー
ム
６
０
０
０
円（
市

テ
ニ
ス
協
会
未
加
入
者
を
含
む

チ
ー
ム
は
９
０
０
０
円
）

※
傷
害
保
険
は
各
自
で
加
入

申
込
方
法

◇
F
A
X
◇
E
メ
ー
ル

（
記
載
内
容
は
、大
会
要
項
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。）

申
込
期
限

11
月
７
日
㈭

問
い
合
わ
せ
先
　
市
テ
ニ
ス
協
会
事

務
局
　
　
０
９
０（
７
９
８
０
）４

７
５
４
　
　（
５
９
６
）７
３
４
４

onojo.ta@
gm

ail.com

ス
ポ
ー
ツ
募
集

令和６年度　最優秀賞

「推し×推しは幸です。」
佐野美耶さん

フォトコンテスト
募集要項

社協ホームページ
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市テニス協会
ホームページ



　５つのソーシャルメディアでも情報発信を行っています。ごみ収集日の通知や道路・
公園の不具合の通報機能などLINEには便利な機能もあります。ぜひ、見てみてください。

市のソーシャルメディア 「dボタン広報誌」でも
大野城市の情報を発信しています

ライン
LINE

フェイスブック
Facebook

エックス（旧ツイッター）
X

インスタグラム
Instagram

ユーチューブ
YouTube

　大野小ランドセルクラブの３年生から６年生で
お米の稲刈り体験をしました。
　このお米は、地域の人に協力していただき、６
月11日に田植えをしたものです。地域の人から稲
刈りの注意点、鎌の使い方を教わった子どもたち
は、元気に稲刈りを開始。初めて使う鎌にドキド
キしながらみんな楽しく稲刈りをしました。
　今回刈り取ったお米は、精米して大野小ランド
セルクラブの児童や地域の人へ配る予定です。

広
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2024年（
令
和
６
年
）10月

15日
発
行

発
行
日
／
毎
月
１
日・15日

発
行
／
大
野
城
市
　
　
　
編
集
／
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
課

印
刷
／
久
野
印
刷
株
式
会
社

〒
816-8510 福

岡
県
大
野
城
市
曙
町
2-2-1

TEL092（
501）2211　

　
FAX

092（
501）2394

　今年度に100歳を迎える磯道春美さん（大正14年
３月３日生まれ）を、市長が表敬訪問し長寿をお祝い
しました。
　「今が一番楽しい」と、いつも明るく前向きな磯道
さん。訪問当日も常に周囲の人たちを和ませ、笑顔の
たえない一日となりました。
　市で今年度中に100歳を迎えるのは23人。市内最
高齢は107歳です。

　これからも健康に気をつけて、元気な毎日を過
ごされるよう願っています。

9
10

火

　コンクリート製品の製造販売を行う小倉セメン
ト製品工業株式会社から、昨年度に引き続き企業
版ふるさと納税による寄附を受けました。同社は、
「大野城蓋」という名前の付いた特殊U形側溝蓋を
開発しており、ゼロカーボン実現に向けたさまざ
まな取り組みを行っています。
　上田社長は、「設立100周年を迎える2046年ま
でに、脱炭素製品の活用などを通してゼロカーボ
ンの実現を目指しています。」と話し、井本市長は、
「市を代表して感謝します。ゼロカーボンシティの
実現に向け、今後もさまざまな事業を実施してい
きます。」と述べました。
　市では、この寄附金を、ゼロカーボンシティ実
現に向けた事業に活用していきます。

9
24

火
自然の恵みに感謝！！
ランドセルクラブ稲刈り体験（大野小）

9
24

火

QR code for
English page

外国人向けに広報 「大野城」 の情報をホームページに掲載しています。
Useful information for foreign residents selected from the city magazine “ONOJO”is available on Onojo City’s web site.

掲載している内容は、10月１日㈫時点のものです。

未来をひらく
にぎわいとやすらぎの
コミュニティ都市

大野城市

●主な内容
13年が経過した「東日本大震災の今」中学生被災地派遣事業 ２・３

市民公益活動促進プラットホームを知っていますか？ ４

ストップ風しん　風しんは予防接種で防ぐことができます 11 ❶テレビのチャンネルを
KBC（1ch）にあわせます。

❷リモコンの「dボタン」を
押します。
❸「dボタン広報誌」を選び、
「決定ボタン」を押します。
※使っているリモコンによりボタンの
　位置は異なります。

【表紙写真】　第42回おおの山城大文字まつり（９月21日㈯・22日（祝・日））

長寿の秘訣は……
新100歳をお祝い

1510
企業版ふるさと納税感謝状贈呈式
小倉セメント製品工業株式会社
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